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第１９回（令和６年度）宮古島市民総合文化祭「児童・生徒の部」 

について、作品数・入賞数などをとりまとめました。 

ご協力いただきました全ての皆様方に感謝の意を表するとともに、 

児童・生徒の作品創作の参考としていただければ幸いに存じます。 
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学年別作品数

学年 書道 美術 俳句 短歌 作文 詩 自由研究 工作 合計

１年 55 24 21 13 2 5 19 46 185

２年 61 38 44 8 5 1 16 48 221

３年 89 46 34 20 7 51 29 54 330

４年 67 23 99 9 5 16 24 50 293

５年 74 21 98 308 6 5 33 35 580

６年 75 23 283 35 3 56 18 16 509

計 421 175 579 393 28 134 139 249 2118

学年 書道 美術 俳句 短歌 作文 詩 自由研究 工作 合計

１年 56 23 40 30 2 30 11 9 201

２年 35 16 24 164 2 10 11 0 262

３年 30 28 113 22 11 6 1 0 211

計 121 67 177 216 15 46 23 9 674

書道 美術 俳句 短歌 作文 詩 自由研究 工作 合計

25 0 138 155 - - - - 318

書道 美術 俳句 短歌 作文 詩 自由研究 工作 合計

51 15 113 21 0 13 5 15 233

書道 美術 俳句 短歌 作文 詩 自由研究 工作 合計

618 257 1007 785 43 193 167 273 3343

全体

小
学
校

中
学
校

高等
学校

全学年

特別
支援
教育

全学年
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学校別入賞数

賞 書道 美術 俳句 短歌 作文 詩 自由研究 工作
郷土の
お話大会 計 合計

市長賞 1 2 0 0 0 1 0 0 0 4

教育長賞 3 1 2 0 0 0 0 2 0 8

平良第一小学校 優秀賞 5 2 1 2 0 0 2 1 0 13

優良賞 10 2 0 1 2 0 2 2 0 19

佳作 13 8 7 5 0 0 2 4 0 39 83

市長賞 0 1 0 0 0 0 1 1 0 3

教育長賞 1 1 0 0 0 0 0 0 0 2

北小学校 優秀賞 1 2 0 0 0 1 0 1 0 5

優良賞 0 2 2 1 0 0 0 1 0 6

佳作 2 5 2 1 0 0 0 0 0 10 26

市長賞 0 0 0 0 0 1 0 1 0 2

教育長賞 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1

南小学校 優秀賞 0 0 1 2 0 0 2 0 0 5

優良賞 1 1 1 0 0 1 1 1 0 6

佳作 2 0 2 3 1 0 0 2 0 10 24

市長賞 0 1 2 1 0 1 1 0 0 6

教育長賞 2 0 0 2 0 0 0 0 0 4

東小学校 優秀賞 4 1 2 2 0 1 2 1 0 13

優良賞 2 1 1 1 0 0 0 1 0 6

佳作 10 4 2 3 0 3 0 2 0 24 53

市長賞 1 0 0 1 1 0 1 1 0 5

教育長賞 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1

久松小学校 優秀賞 0 2 2 0 2 0 0 0 0 6

優良賞 2 3 3 1 1 0 1 0 0 11

佳作 3 2 7 3 3 0 2 0 0 20 43

市長賞 0 0 0 1 0 0 0 0 0 1

教育長賞 0 0 0 0 0 1 0 1 0 2

鏡原小学校 優秀賞 2 1 0 0 0 0 0 1 0 4

優良賞 1 1 0 0 1 0 0 1 0 4

佳作 5 0 0 0 0 1 0 0 0 6 17

市長賞 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1

教育長賞 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1

西辺小学校 優秀賞 0 2 1 0 0 0 0 2 0 5

優良賞 0 1 0 1 0 1 0 0 0 3

佳作 0 0 4 0 0 0 0 1 0 5 15

市長賞 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

教育長賞 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1

狩俣小学校 優秀賞 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

優良賞 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

佳作 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1

市長賞 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

教育長賞 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

池間小学校 優秀賞 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

優良賞 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

佳作 0 0 1 0 0 0 1 1 0 3 3

市長賞 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1

教育長賞 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

西城小学校 優秀賞 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

優良賞 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

佳作 1 0 2 1 0 0 0 0 0 4 5

市長賞 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1

教育長賞 0 1 1 1 0 0 1 0 0 4

城辺小学校 優秀賞 0 0 1 0 0 0 0 1 0 2

優良賞 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

佳作 3 1 0 2 0 0 0 0 0 6 13

市長賞 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

教育長賞 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1

福嶺小学校 優秀賞 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

優良賞 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

佳作 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1 2

【　小　学　校　】
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学校別入賞数

賞 書道 美術 俳句 短歌 作文 詩 自由研究 工作
郷土の
お話大会 計 合計

市長賞 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

教育長賞 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

砂川小学校 優秀賞 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

優良賞 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

佳作 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

市長賞 1 1 0 0 1 1 0 0 0 4

教育長賞 0 1 0 0 3 1 0 0 0 5

下地小学校 優秀賞 0 3 0 0 1 1 0 0 0 5

優良賞 0 1 0 1 0 0 1 0 0 3

佳作 2 1 1 2 0 2 1 1 0 10 27

市長賞 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1

教育長賞 1 1 0 0 0 0 1 0 0 3

上野小学校 優秀賞 0 0 0 1 1 1 0 0 0 3

優良賞 2 0 0 0 0 1 0 1 0 4

佳作 2 2 2 1 1 0 0 1 0 9 20

市長賞 4 0 0 0 0 0 0 1 0 5

教育長賞 0 0 0 0 0 1 1 0 0 2

伊良部島小学校 優秀賞 2 1 0 0 0 0 0 0 0 3

優良賞 2 1 1 0 0 0 0 0 0 4

佳作 4 3 0 0 0 1 0 3 0 11 25

賞 書道 美術 俳句 短歌 作文 詩 自由研究 工作
郷土の
お話大会 計 合計

市長賞 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

教育長賞 0 0 1 0 0 0 1 0 0 2

平良中学校 優秀賞 2 0 0 1 1 1 1 0 0 6

優良賞 1 0 2 0 2 1 0 0 0 6

佳作 7 1 1 1 0 2 3 0 0 15 29

市長賞 1 2 0 0 0 0 0 0 0 3

教育長賞 1 1 0 0 0 1 0 0 0 3

北中学校 優秀賞 4 3 0 1 0 1 0 0 0 9

優良賞 3 6 0 2 0 1 0 0 0 12

佳作 3 5 2 6 0 1 0 0 0 17 44

市長賞 1 1 0 0 0 0 0 0 0 2

教育長賞 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1

久松中学校 優秀賞 0 1 0 0 1 1 0 0 0 3

優良賞 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1

佳作 0 2 0 0 0 1 0 0 0 3 10

市長賞 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1

教育長賞 0 0 1 0 0 0 0 1 0 2

鏡原中学校 優秀賞 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1

優良賞 1 0 0 0 0 1 0 2 0 4

佳作 2 0 1 0 0 2 0 1 0 6 14

市長賞 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1

教育長賞 1 1 0 0 0 1 0 0 0 3

西辺中学校 優秀賞 0 2 0 0 0 0 0 0 0 2

優良賞 0 0 0 1 0 0 0 0 0 1

佳作 0 0 1 0 2 0 0 0 0 3 10

市長賞 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

教育長賞 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

狩俣中学校 優秀賞 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

優良賞 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

佳作 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

市長賞 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

教育長賞 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

池間中学校 優秀賞 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

優良賞 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

佳作 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

市長賞 1 0 1 0 0 0 1 0 0 3

教育長賞 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1

城東中学校 優秀賞 0 0 0 0 0 1 1 0 0 2

優良賞 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1

佳作 1 0 4 2 0 0 0 0 0 7 14

【　小　学　校　】

【　中　学　校　】
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学校別入賞数

賞 書道 美術 俳句 短歌 作文 詩 自由研究 工作
郷土の
お話大会 計 合計

市長賞 0 0 0 0 0 1 0 1 0 2

教育長賞 0 0 0 1 0 0 0 0 0 1

下地中学校 優秀賞 0 0 0 1 0 0 0 0 0 1

優良賞 0 0 3 0 0 0 0 0 0 3

佳作 0 2 1 0 0 0 0 3 0 6 13

市長賞 0 0 0 1 0 0 0 0 0 1

教育長賞 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1

上野中学校 優秀賞 1 0 1 0 0 0 0 0 0 2

優良賞 1 0 0 1 0 0 0 0 0 2

佳作 1 2 1 2 0 0 0 0 0 6 12

市長賞 0 0 0 1 0 0 0 0 0 1

教育長賞 1 0 0 1 0 0 0 0 0 2

伊良部島中学校 優秀賞 0 0 2 0 0 0 0 0 0 2

優良賞 1 0 1 0 0 1 0 0 0 3

佳作 0 1 1 0 1 0 0 0 0 3 11

賞 書道 美術 俳句 短歌 作文 詩 自由研究 工作
郷土の
お話大会 計 合計

市長賞 1 0 0 1 - - - - - 2

教育長賞 1 0 1 0 - - - - - 2

宮古高等学校 優秀賞 1 0 0 0 - - - - - 1

優良賞 2 0 1 0 - - - - - 3

佳作 3 0 2 4 - - - - - 9 17

市長賞 0 0 0 0 - - - - - 0

教育長賞 0 0 0 1 - - - - - 1

宮古工業高等学校 優秀賞 0 0 0 1 - - - - - 1

優良賞 0 0 2 1 - - - - - 3

佳作 0 0 1 1 - - - - - 2 7

市長賞 0 0 1 0 - - - - - 1

教育長賞 0 0 0 0 - - - - - 0

宮古総合実業高等学校 優秀賞 1 0 2 1 - - - - - 4

優良賞 0 0 2 0 - - - - - 2

佳作 0 0 7 3 - - - - - 10 17

賞 書道 美術 俳句 短歌 作文 詩 自由研究 工作
郷土の
お話大会 計 合計

市長賞 2 0 0 0 0 0 0 0 0 2

教育長賞 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1

宮古特別支援学校 優秀賞 3 0 0 0 0 0 0 0 0 3

優良賞 2 0 0 0 0 0 0 0 0 2

佳作 4 0 0 0 0 0 0 0 0 4 12

【　特　別　支　援　学　校　】

【　高　等　学　校　】

【　中　学　校　】
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審査区分別入賞数

　　　　　　　　　　審査区分 市長賞 教育長賞 優秀賞 優良賞 佳作 計

１年 1 1 2 3 7 14
２年 1 1 2 3 7 14
３年 1 1 2 3 9 16
４年 1 1 2 3 7 14
５年 1 1 2 3 7 14
６年 1 1 2 3 7 14
１年 1 1 2 2 4 10
２年 1 1 2 2 4 10
３年 1 1 2 2 4 10

　高等学校の部 1 1 2 2 3 9
1 1 2 2 3 9
1 1 2 2 3 9
1 1 2 2 3 9

計 13 13 26 32 68 152

１年 1 1 2 2 4 10
２年 1 1 2 2 4 10
３年 1 1 2 2 4 10
４年 1 1 2 2 4 10
５年 1 1 2 2 4 10
６年 1 1 2 2 4 10
１年 1 1 2 2 4 10
２年 1 1 2 2 4 10
３年 1 1 2 2 4 10

　高等学校の部 0 0 0 0 0 0
　特別支援教育の部 1 1 2 2 3 9

計 10 10 20 20 39 99

低学年 1 1 2 2 10 16
中学年 1 1 3 2 10 17
高学年 1 1 2 3 10 17

　中学校の部 1 1 2 5 10 19
　高等学校の部 1 1 2 5 10 19
　特別支援教育の部 1 1 2 2 3 9

計 6 6 13 19 53 97

低学年 1 1 2 2 5 11
中学年 1 1 2 2 8 14
高学年 1 1 2 2 7 13

　中学校の部 1 1 2 2 9 15
　高等学校の部 1 1 2 1 8 13
　特別支援教育の部 1 1 2 2 3 9

計 6 6 12 11 40 75

低学年 1 1 1 1 3 7
中学年 1 1 1 1 2 6
高学年 1 1 2 2 0 6

　中学校の部 0 1 2 2 3 8
　低学年
　中学年
　高学年

　　中学部 0 0 0 0 0 0

計 3 4 6 6 8 27

低学年 1 1 1 1 1 5
　小学校の部 中学年 1 0 1 2 2 6

高学年 1 1 1 0 3 6
　中学校の部 0 1 2 2 3 8

　低学年
　中学年
　高学年

　　中学部 1 1 2 2 3 9

計 5 5 8 7 13 38

低学年 1 1 2 2 2 8
中学年 1 1 2 2 2 8
高学年 1 1 1 1 2 6

　中学校の部 0 1 2 0 3 6
　特別支援教育の部 1 1 1 0 0 3

計 4 5 8 5 9 31

低学年 1 1 2 2 4 10
中学年 1 1 2 2 4 10
高学年 1 1 2 2 4 10

　中学校の部 1 1 1 2 4 9
　特別支援教育の部 1 1 1 1 3 7

計 5 5 8 9 19 46
郷
土
の

お
話

大
会 1 1 － － － 2

　　　合計 53 55 101 109 249 567

0

1 1 1 0 1 4

0 0 0 0 0

文
芸
展

（
詩

）

自
由
研
究
展

工
作
展

小
学
部

小
学
部

　小学校の部

　小学校の部

書
道
展

美
術
展

文
芸
展

(

俳
句

)

文
芸
展

(

短
歌

)
文
芸
展

（
作
文

）

　特別支援教育の部

　小学校の部

　特別支援教育の部

　小学校の部

　中学校の部

　小学校の部

　中学校の部

　特別支援教育の部
小学部
中学部
高等部

　小学校の部

　小学校の部
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　　　書道展　入賞者

賞区分 部門 審査区分 学校名 学年 氏名

1 市長賞 書道 小学校の部1年 下地小学校 1 多和田　光

2 教育長賞 書道 小学校の部1年 東小学校 1 上地　こゆき

3 優秀賞 書道 小学校の部1年 平良第一小学校 1 瑞慶覧　帆音

4 優秀賞 書道 小学校の部1年 鏡原小学校 1 友利　凰太郎

5 優良賞 書道 小学校の部1年 平良第一小学校 1 奥平　結唯

6 優良賞 書道 小学校の部1年 平良第一小学校 1 前里　英汰

7 優良賞 書道 小学校の部1年 上野小学校 1 川田　依茉

8 佳作 書道 小学校の部1年 平良第一小学校 1 池間　えみり

9 佳作 書道 小学校の部1年 平良第一小学校 1 奥平　杏

10 佳作 書道 小学校の部1年 平良第一小学校 1 川平　梨鈴

11 佳作 書道 小学校の部1年 北小学校 1 深澤　創統

12 佳作 書道 小学校の部1年 東小学校 1 下地　彩葉

13 佳作 書道 小学校の部1年 東小学校 1 平良　心都奈

14 佳作 書道 小学校の部1年 東小学校 1 平賀　鈴

15 市長賞 書道 小学校の部2年 伊良部島小学校 2 ながはま　きずき

16 教育長賞 書道 小学校の部2年 東小学校 2 久貝　厘琥

17 優秀賞 書道 小学校の部2年 平良第一小学校 2 佐和田　そら

18 優秀賞 書道 小学校の部2年 東小学校 2 下里　風実歌

19 優良賞 書道 小学校の部2年 平良第一小学校 2 池田　朝咲

20 優良賞 書道 小学校の部2年 平良第一小学校 2 下地　結翔

21 優良賞 書道 小学校の部2年 南小学校 2 友利　奏咲

22 佳作 書道 小学校の部2年 平良第一小学校 2 石嶺　真瑚

23 佳作 書道 小学校の部2年 平良第一小学校 2 上地　瑛愛

24 佳作 書道 小学校の部2年 東小学校 2 上地　倖葉

25 佳作 書道 小学校の部2年 東小学校 2 佐渡山　羽心

26 佳作 書道 小学校の部2年 東小学校 2 下地　音葉

27 佳作 書道 小学校の部2年 東小学校 2 益田　優理菜

28 佳作 書道 小学校の部2年 鏡原小学校 2 友利　璃良

29 市長賞 書道 小学校の部3年 久松小学校 3 與那覇　希帆

30 教育長賞 書道 小学校の部3年 平良第一小学校 3 友利　心珀

31 優秀賞 書道 小学校の部3年 平良第一小学校 3 下地　由珠

32 優秀賞 書道 小学校の部3年 北小学校 3 伊良皆　妃那

33 優良賞 書道 小学校の部3年 平良第一小学校 3 奥平　莉子

34 優良賞 書道 小学校の部3年 久松小学校 3 上地　浩輔

35 優良賞 書道 小学校の部3年 久松小学校 3 川満　優凛

36 佳作 書道 小学校の部3年 平良第一小学校 3 池田　旬希

37 佳作 書道 小学校の部3年 北小学校 3 根間　夏葉

38 佳作 書道 小学校の部3年 東小学校 3 伊計　寧彩

39 佳作 書道 小学校の部3年 久松小学校 3 川満　愛笑

40 佳作 書道 小学校の部3年 鏡原小学校 3 寄川　眞広

41 佳作 書道 小学校の部3年 上野小学校 3 志慶真　華

42 佳作 書道 小学校の部3年 伊良部島小学校 3 垣花　玲羅

43 佳作 書道 小学校の部3年 伊良部島小学校 3 川満　悠斗

44 佳作 書道 小学校の部3年 伊良部島小学校 3 宮国　愛海

45 市長賞 書道 小学校の部4年 伊良部島小学校 4 外間　海叶

46 教育長賞 書道 小学校の部4年 北小学校 4 池間　希織

47 優秀賞 書道 小学校の部4年 東小学校 4 下里　和楓

48 優秀賞 書道 小学校の部4年 東小学校 4 平良　晴琉妃

49 優良賞 書道 小学校の部4年 平良第一小学校 4 池村　智珈

50 優良賞 書道 小学校の部4年 平良第一小学校 4 根間　文美

51 優良賞 書道 小学校の部4年 平良第一小学校 4 古見　海翔

52 佳作 書道 小学校の部4年 平良第一小学校 4 島尻　悠臣
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　　　書道展　入賞者

賞区分 部門 審査区分 学校名 学年 氏名

53 佳作 書道 小学校の部4年 平良第一小学校 4 平良　悠人

54 佳作 書道 小学校の部4年 平良第一小学校 4 知念　瑠李

55 佳作 書道 小学校の部4年 南小学校 4 長崎　令愛

56 佳作 書道 小学校の部4年 東小学校 4 平良　芽唯奈

57 佳作 書道 小学校の部4年 久松小学校 4 兼本　怜奈

58 佳作 書道 小学校の部4年 下地小学校 4 長間　涼花

59 市長賞 書道 小学校の部5年 伊良部島小学校 5 玉元　巴琉

60 教育長賞 書道 小学校の部5年 平良第一小学校 5 川満　華帆

61 優秀賞 書道 小学校の部5年 伊良部島小学校 5 川平　琴美

62 優秀賞 書道 小学校の部5年 伊良部島小学校 5 長濱　愛

63 優良賞 書道 小学校の部5年 平良第一小学校 5 宮國　泰嘉

64 優良賞 書道 小学校の部5年 伊良部島小学校 5 川満　結花

65 優良賞 書道 小学校の部5年 伊良部島小学校 5 中村　花乃朱

66 佳作 書道 小学校の部5年 平良第一小学校 5 友利　祐

67 佳作 書道 小学校の部5年 南小学校 5 渡慶次　美生

68 佳作 書道 小学校の部5年 西城小学校 5 前里　唯乃

69 佳作 書道 小学校の部5年 城辺小学校 5 仲間　聖恵

70 佳作 書道 小学校の部5年 下地小学校 5 多和田　旺誠

71 佳作 書道 小学校の部5年 上野小学校 5 佐和田　莉子

72 佳作 書道 小学校の部5年 伊良部島小学校 5 下地　愛加

73 市長賞 書道 小学校の部6年 伊良部島小学校 6 荷川取　凛心

74 教育長賞 書道 小学校の部6年 平良第一小学校 6 友利　優杏

75 優秀賞 書道 小学校の部6年 平良第一小学校 6 古見　心奈

76 優秀賞 書道 小学校の部6年 東小学校 6 謝敷　絢介

77 優良賞 書道 小学校の部6年 平良第一小学校 6 下地　陽莉

78 優良賞 書道 小学校の部6年 東小学校 6 池原　毅龍

79 優良賞 書道 小学校の部6年 東小学校 6 砂川　春妃

80 佳作 書道 小学校の部6年 平良第一小学校 6 池田　茉白

81 佳作 書道 小学校の部6年 平良第一小学校 6 垣花　柚里

82 佳作 書道 小学校の部6年 平良第一小学校 6 嵩原　鈴

83 佳作 書道 小学校の部6年 東小学校 6 下地　真詩

84 佳作 書道 小学校の部6年 久松小学校 6 仲村　結心

85 佳作 書道 小学校の部6年 鏡原小学校 6 上地　真帆

86 佳作 書道 小学校の部6年 鏡原小学校 6 砂川　智陽

87 市長賞 書道 中学校の部1年 北中学校 1 友利　美玲

88 教育長賞 書道 中学校の部1年 伊良部島中学校 1 長濱　彩

89 優秀賞 書道 中学校の部1年 北中学校 1 新城　真愛

90 優秀賞 書道 中学校の部1年 上野中学校 1 宮國　凛生

91 優良賞 書道 中学校の部1年 平良中学校 1 真喜屋　花

92 優良賞 書道 中学校の部1年 伊良部島中学校 1 中村　遥宙

93 佳作 書道 中学校の部1年 平良中学校 1 菅浪　由璃菜

94 佳作 書道 中学校の部1年 平良中学校 1 友利　優杏

95 佳作 書道 中学校の部1年 平良中学校 1 長嶺　海咲

96 佳作 書道 中学校の部1年 北中学校 1 狩俣　有那

97 市長賞 書道 中学校の部2年 城東中学校 2 下地　杏梨

98 教育長賞 書道 中学校の部2年 上野中学校 2 砂川　慶太

99 優秀賞 書道 中学校の部2年 平良中学校 2 座間味　千結

100 優秀賞 書道 中学校の部2年 北中学校 2 池原　結希菜

101 優良賞 書道 中学校の部2年 北中学校 2 砂川　夏凛

102 優良賞 書道 中学校の部2年 上野中学校 2 砂川　俐衣奈

103 佳作 書道 中学校の部2年 平良中学校 2 古見　隆翔

104 佳作 書道 中学校の部2年 北中学校 2 喜久川　帆果
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　　　書道展　入賞者

賞区分 部門 審査区分 学校名 学年 氏名

105 佳作 書道 中学校の部2年 鏡原中学校 2 伊東　紀乃香

106 佳作 書道 中学校の部2年 鏡原中学校 2 宮國　友莉

107 市長賞 書道 中学校の部3年 久松中学校 3 平良　由子

108 教育長賞 書道 中学校の部3年 西辺中学校 3 安里　穂歩

109 優秀賞 書道 中学校の部3年 北中学校 3 伊計　結菜

110 優秀賞 書道 中学校の部3年 北中学校 3 池田　美夏海

111 優良賞 書道 中学校の部3年 鏡原中学校 3 川満　笑心

112 優良賞 書道 中学校の部3年 城東中学校 3 松川　侑聖

113 佳作 書道 中学校の部3年 平良中学校 3 友利　心海

114 佳作 書道 中学校の部3年 平良中学校 3 仲宗根　莉聖

115 佳作 書道 中学校の部3年 城東中学校 3 前里　桃子

115 佳作 書道 中学校の部3年 上野中学校 3 砂川　尋弥

117 市長賞 書道 高等学校の部 宮古高等学校 3 狩俣　菜々夏

118 教育長賞 書道 高等学校の部 宮古高等学校 2 砂川　朋諒

119 優秀賞 書道 高等学校の部 宮古高等学校 3 座間味　奏愛

120 優秀賞 書道 高等学校の部 宮古総合実業高等学校 2 池村　珂夢

121 優良賞 書道 高等学校の部 宮古高等学校 1 仲原　李美

122 優良賞 書道 高等学校の部 宮古高等学校 3 仲原　成美

123 佳作 書道 高等学校の部 宮古高等学校 1 池原　匠

125 佳作 書道 高等学校の部 宮古高等学校 1 川満　キララ

124 佳作 書道 高等学校の部 宮古高等学校 2 沖野　凌空

126 市長賞 書道 特別支援教育の部（小学部） 平良第一小学校 4 姜　沙林

127 教育長賞 書道 特別支援教育の部（小学部） 上野小学校 3 下地　さくら

128 優秀賞 書道 特別支援教育の部（小学部） 平良第一小学校 6 安里　陽翔

129 優秀賞 書道 特別支援教育の部（小学部） 鏡原小学校 5 大川　良樹

130 優良賞 書道 特別支援教育の部（小学部） 鏡原小学校 5 知念　柊磨

131 優良賞 書道 特別支援教育の部（小学部） 上野小学校 3 川田　はるな

132 佳作 書道 特別支援教育の部（小学部） 鏡原小学校 5 伊波　銀二

133 佳作 書道 特別支援教育の部（小学部） 城辺小学校 3 松川　尚央

134 佳作 書道 特別支援教育の部（小学部） 城辺小学校 4 山本　陽太

135 市長賞 書道 特別支援教育の部（中学部） 宮古特別支援学校（中学） 3 友利　星南

136 教育長賞 書道 特別支援教育の部（中学部） 北中学校 2 下地　柚希

137 優秀賞 書道 特別支援教育の部（中学部） 平良中学校 1 與那原　輝

138 優秀賞 書道 特別支援教育の部（中学部） 宮古特別支援学校（中学） 2 松川　壱輝

139 優良賞 書道 特別支援教育の部（中学部） 北中学校 2 鈴木　結愛

140 優良賞 書道 特別支援教育の部（中学部） 北中学校 2 武島　佑実

141 佳作 書道 特別支援教育の部（中学部） 平良中学校 3 譜久島　煌

142 佳作 書道 特別支援教育の部（中学部） 北中学校 2 上地　唯里

143 佳作 書道 特別支援教育の部（中学部） 宮古特別支援学校（中学） 2 川上　竜弥

144 市長賞 書道 特別支援教育の部（高等部） 宮古特別支援学校（高等） 2 嵩原　ゆい

145 教育長賞 書道 特別支援教育の部（高等部） 宮古特別支援学校（高等） 3 渡久山　琉宮

146 優秀賞 書道 特別支援教育の部（高等部） 宮古特別支援学校（高等） 2 佐久川　槙騎

147 優秀賞 書道 特別支援教育の部（高等部） 宮古特別支援学校（高等） 3 下地　聖志瑠

148 優良賞 書道 特別支援教育の部（高等部） 宮古特別支援学校（高等） 2 下地　杏佳

149 優良賞 書道 特別支援教育の部（高等部） 宮古特別支援学校（高等） 2 山本　麗音

150 佳作 書道 特別支援教育の部（高等部） 宮古特別支援学校（高等） 2 下地　陸登

151 佳作 書道 特別支援教育の部（高等部） 宮古特別支援学校（高等） 2 友利　秀平

152 佳作 書道 特別支援教育の部（高等部） 宮古特別支援学校（高等） 3 下地　陽翔
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　　　美術展　入賞者

賞区分 部門 審査区分 学校名 学年 氏名

1 市長賞 美術 小学校の部1年 下地小学校 1 友利　太珂

2 教育長賞 美術 小学校の部1年 上野小学校 1 砂川　咲菜

3 優秀賞 美術 小学校の部1年 下地小学校 1 友利　稀翔

4 優秀賞 美術 小学校の部1年 伊良部島小学校 1 下地　瑠彩

5 優良賞 美術 小学校の部1年 平良第一小学校 1 前里　英汰

6 優良賞 美術 小学校の部1年 伊良部島小学校 1 岸本　澄空

7 佳作 美術 小学校の部1年 平良第一小学校 1 國仲　泰司

8 佳作 美術 小学校の部1年 北小学校 1 狩俣　嬉子

9 佳作 美術 小学校の部1年 東小学校 1 座喜味　こはる

10 佳作 美術 小学校の部1年 伊良部島小学校 1 濱川　祈夢

11 市長賞 美術 小学校の部2年 平良第一小学校 2 國仲　朔

12 教育長賞 美術 小学校の部2年 平良第一小学校 2 荷川取　麗生

13 優秀賞 美術 小学校の部2年 東小学校 2 上地　倖葉

14 優秀賞 美術 小学校の部2年 下地小学校 2 西脇　柚葉

15 優良賞 美術 小学校の部2年 北小学校 2 下地　琴晴

16 優良賞 美術 小学校の部2年 南小学校 2 友利　奏咲

17 佳作 美術 小学校の部2年 北小学校 2 砂川　太輔

18 佳作 美術 小学校の部2年 東小学校 2 砂川　蓮

19 佳作 美術 小学校の部2年 上野小学校 2 新里　結稀

20 佳作 美術 小学校の部2年 伊良部島小学校 2 山田　幸

21 市長賞 美術 小学校の部3年 北小学校 3 伊波　寛南

22 教育長賞 美術 小学校の部3年 西辺小学校 3 伊良部　心彩

23 優秀賞 美術 小学校の部3年 西辺小学校 3 砂川　桜寿

24 優秀賞 美術 小学校の部3年 西辺小学校 3 仲宗根　大翔

25 優良賞 美術 小学校の部3年 久松小学校 3 川満　優凛

26 優良賞 美術 小学校の部3年 久松小学校 3 砂川　凉佑

27 佳作 美術 小学校の部3年 平良第一小学校 3 國吉　彩良

28 佳作 美術 小学校の部3年 平良第一小学校 3 与那覇　真大

29 佳作 美術 小学校の部3年 久松小学校 3 平戸　志旺

30 佳作 美術 小学校の部3年 上野小学校 3 洲鎌　光李

31 市長賞 美術 小学校の部4年 城辺小学校 4 喜久川　慎之介

32 教育長賞 美術 小学校の部4年 北小学校 4 島尻　琴菜

33 優秀賞 美術 小学校の部4年 北小学校 4 砂川　愛

34 優秀賞 美術 小学校の部4年 久松小学校 4 川満　百笑

35 優良賞 美術 小学校の部4年 東小学校 4 上地　結太

36 優良賞 美術 小学校の部4年 下地小学校 4 洲鎌　光希

37 佳作 美術 小学校の部4年 北小学校 4 池原　芽音

38 佳作 美術 小学校の部4年 東小学校 4 津金　大樹

39 佳作 美術 小学校の部4年 久松小学校 4 野原　すず

40 佳作 美術 小学校の部4年 城辺小学校 4 謝敷　福

41 市長賞 美術 小学校の部5年 東小学校 5 當眞　琉正

42 教育長賞 美術 小学校の部5年 狩俣小学校 5 伊良部　勝成

43 優秀賞 美術 小学校の部5年 北小学校 5 伊波　華菜

44 優秀賞 美術 小学校の部5年 下地小学校 5 上地　沙奈

45 優良賞 美術 小学校の部5年 北小学校 5 狩俣　旬

46 優良賞 美術 小学校の部5年 久松小学校 5 山下　千恵

47 佳作 美術 小学校の部5年 平良第一小学校 5 大鴈丸　波児

48 佳作 美術 小学校の部5年 平良第一小学校 5 下地　剛愛

49 佳作 美術 小学校の部5年 北小学校 5 狩俣　萌愛

50 佳作 美術 小学校の部5年 下地小学校 5 嵩原　功輝

51 市長賞 美術 小学校の部6年 平良第一小学校 6 下地　花歩

52 教育長賞 美術 小学校の部6年 下地小学校 6 津波　璃音
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　　　美術展　入賞者

賞区分 部門 審査区分 学校名 学年 氏名

53 優秀賞 美術 小学校の部6年 平良第一小学校 6 池田　茉白

54 優秀賞 美術 小学校の部6年 平良第一小学校 6 垣花　尚凛

55 優良賞 美術 小学校の部6年 平良第一小学校 6 下地　奏実

56 優良賞 美術 小学校の部6年 西辺小学校 6 仲宗根　翔平

57 佳作 美術 小学校の部6年 平良第一小学校 6 佐和田　桜

58 佳作 美術 小学校の部6年 平良第一小学校 6 前里　くらら

59 佳作 美術 小学校の部6年 東小学校 6 上地　奏士

60 佳作 美術 小学校の部6年 伊良部島小学校 6 与座　陽花

61 市長賞 美術 中学校の部1年 久松中学校 1 奥濱　真平

62 教育長賞 美術 中学校の部1年 西辺中学校 1 前泊　将宗

63 優秀賞 美術 中学校の部1年 北中学校 1 下地　絆菜

64 優秀賞 美術 中学校の部1年 久松中学校 1 島尻　蒼生

65 優良賞 美術 中学校の部1年 北中学校 1 今井　南花

66 優良賞 美術 中学校の部1年 久松中学校 1 仲間　悠乃

67 佳作 美術 中学校の部1年 久松中学校 1 佐和田　美海

68 佳作 美術 中学校の部1年 久松中学校 1 山野　媛花

69 佳作 美術 中学校の部1年 下地中学校 1 上地　詠翔

70 佳作 美術 中学校の部1年 下地中学校 1 盛島　小百合

71 市長賞 美術 中学校の部2年 北中学校 2 下地　璃空

72 教育長賞 美術 中学校の部2年 北中学校 2 垣花　恋捺

73 優秀賞 美術 中学校の部2年 北中学校 2 加屋本　愛佳

74 優秀賞 美術 中学校の部2年 北中学校 2 佐和田　朱音

75 優良賞 美術 中学校の部2年 北中学校 2 片山　宗祐

76 優良賞 美術 中学校の部2年 北中学校 2 國仲　唯吹

77 佳作 美術 中学校の部2年 北中学校 2 兼村　虎汰郎

78 佳作 美術 中学校の部2年 北中学校 2 下地　凜子

79 佳作 美術 中学校の部2年 上野中学校 2 上地　彩心

80 佳作 美術 中学校の部2年 上野中学校 2 下地　心

81 市長賞 美術 中学校の部3年 西辺中学校 3 前泊　瑠衣

82 教育長賞 美術 中学校の部3年 久松中学校 3 洲鎌　くるみ

83 優秀賞 美術 中学校の部3年 西辺中学校 3 髙良　光伶

84 優秀賞 美術 中学校の部3年 西辺中学校 3 花城　慧地

85 優良賞 美術 中学校の部3年 北中学校 3 石嶺　香乃

86 優良賞 美術 中学校の部3年 北中学校 3 伊良皆　端姫

87 佳作 美術 中学校の部3年 平良中学校 3 佐渡山　詩織

88 佳作 美術 中学校の部3年 北中学校 3 坂井　美月

89 佳作 美術 中学校の部3年 北中学校 3 砂川　碧李

90 佳作 美術 中学校の部3年 伊良部島中学校 3 我那覇　優愛

91 市長賞 美術 特別支援教育の部 北中学校 2 上原　姫花

92 教育長賞 美術 特別支援教育の部 城辺小学校 4 山本　陽太

93 優秀賞 美術 特別支援教育の部 久松小学校 6 漢那　芽依

94 優秀賞 美術 特別支援教育の部 鏡原小学校 1 上里　汐央

95 優良賞 美術 特別支援教育の部 鏡原小学校 5 知念　琉之介

96 優良賞 美術 特別支援教育の部 北中学校 1 砂川　春優

97 佳作 美術 特別支援教育の部 平良第一小学校 4 佐和田　侑星

98 佳作 美術 特別支援教育の部 北小学校 2 山岸　千笑

99 佳作 美術 特別支援教育の部 北中学校 2 西里　海心
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賞区分 部門 審査区分 学校名 学年 氏名

1 市長賞 俳句 小学校の部　低学年 西城小学校 1 友利　虹多郎

2 教育長賞 俳句 小学校の部　低学年 城辺小学校 1 鷲頭　希亜

3 優秀賞 俳句 小学校の部　低学年 東小学校 2 上地　倖葉

4 優秀賞 俳句 小学校の部　低学年 久松小学校 2 與那覇　果蓮

5 優良賞 俳句 小学校の部　低学年 南小学校 2 友利　奏咲

6 優良賞 俳句 小学校の部　低学年 久松小学校 2 髙里　旬

7 佳作 俳句 小学校の部　低学年 平良第一小学校 1 垣花　結愛

8 佳作 俳句 小学校の部　低学年 平良第一小学校 1 川平　梨鈴

9 佳作 俳句 小学校の部　低学年 平良第一小学校 1 瑞慶覧　帆音

10 佳作 俳句 小学校の部　低学年 東小学校 2 渡真利　咲菜

11 佳作 俳句 小学校の部　低学年 西城小学校 1 川満　琉紀斗

12 佳作 俳句 小学校の部　低学年 西城小学校 1 新城　琳愛

13 佳作 俳句 小学校の部　低学年 福嶺小学校 2 平良　琉伊

14 佳作 俳句 小学校の部　低学年 下地小学校 2 安良城　一途

15 佳作 俳句 小学校の部　低学年 上野小学校 2 上地　惺流

16 佳作 俳句 小学校の部　低学年 上野小学校 2 田頭　大虎

17 市長賞 俳句 小学校の部　中学年 東小学校 4 上地　結太

18 教育長賞 俳句 小学校の部　中学年 平良第一小学校 3 與那嶺　柊音

19 優秀賞 俳句 小学校の部　中学年 南小学校 4 小禄　美織

20 優秀賞 俳句 小学校の部　中学年 久松小学校 4 坂本　花菜

21 優秀賞 俳句 小学校の部　中学年 西辺小学校 3 砂川　桜寿

22 優良賞 俳句 小学校の部　中学年 北小学校 3 伊波　寛南

23 優良賞 俳句 小学校の部　中学年 久松小学校 4 西里　風香

24 佳作 俳句 小学校の部　中学年 平良第一小学校 4 瑞慶覧　叶葉

25 佳作 俳句 小学校の部　中学年 平良第一小学校 4 根間　文美

26 佳作 俳句 小学校の部　中学年 東小学校 3 謝敷　真子

27 佳作 俳句 小学校の部　中学年 久松小学校 4 辻　颯介

28 佳作 俳句 小学校の部　中学年 久松小学校 4 松河　里和

29 佳作 俳句 小学校の部　中学年 久松小学校 4 吉田　莉里

30 佳作 俳句 小学校の部　中学年 西辺小学校 3 菅　遥陽

31 佳作 俳句 小学校の部　中学年 西辺小学校 3 仲宗根　大翔

32 佳作 俳句 小学校の部　中学年 西辺小学校 4 髙良　存

33 佳作 俳句 小学校の部　中学年 池間小学校 4 久貝　理乃

34 市長賞 俳句 小学校の部　高学年 東小学校 6 比嘉　龍輝

35 教育長賞 俳句 小学校の部　高学年 平良第一小学校 5 長嶺　向日葵

36 優秀賞 俳句 小学校の部　高学年 東小学校 6 下地　翔琉

37 優秀賞 俳句 小学校の部　高学年 城辺小学校 6 根間　斗輝

38 優良賞 俳句 小学校の部　高学年 北小学校 5 下地　優生

39 優良賞 俳句 小学校の部　高学年 東小学校 6 與那覇　暖葵

40 優良賞 俳句 小学校の部　高学年 久松小学校 6 渡久山　莉愛

41 佳作 俳句 小学校の部　高学年 平良第一小学校 5 仲間　心暖

42 佳作 俳句 小学校の部　高学年 平良第一小学校 6 前里　くらら

43 佳作 俳句 小学校の部　高学年 北小学校 5 根間　玄汰

44 佳作 俳句 小学校の部　高学年 北小学校 5 村澤　絢臣

45 佳作 俳句 小学校の部　高学年 南小学校 5 渡慶次　美生

46 佳作 俳句 小学校の部　高学年 南小学校 6 下地　来奈

47 佳作 俳句 小学校の部　高学年 久松小学校 6 喜志多　真央

48 佳作 俳句 小学校の部　高学年 久松小学校 6 佐和田　陽茉梨

49 佳作 俳句 小学校の部　高学年 久松小学校 6 竹内　悠人

50 佳作 俳句 小学校の部　高学年 久松小学校 6 玉寄　結音

51 市長賞 俳句 中学校の部 鏡原中学校 2 西里　遙人

52 教育長賞 俳句 中学校の部 平良中学校 1 瑞慶覧　陽佳

文芸展（俳句）入賞者
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賞区分 部門 審査区分 学校名 学年 氏名

文芸展（俳句）入賞者

53 優秀賞 俳句 中学校の部 上野中学校 3 山里　健至郎

54 優秀賞 俳句 中学校の部 伊良部島中学校 1 前泊　祐晟

55 優良賞 俳句 中学校の部 平良中学校 3 上原　光湧

56 優良賞 俳句 中学校の部 平良中学校 3 下地　皇雅

57 優良賞 俳句 中学校の部 下地中学校 2 砂川　心希

58 優良賞 俳句 中学校の部 下地中学校 3 羽地　春果

59 優良賞 俳句 中学校の部 伊良部島中学校 3 池間　禮史

60 佳作 俳句 中学校の部 平良中学校 3 下地　都愛

61 佳作 俳句 中学校の部 北中学校 1 大塚　咲

62 佳作 俳句 中学校の部 鏡原中学校 1 前里　朝陽

63 佳作 俳句 中学校の部 西辺中学校 3 砂川　うた

64 佳作 俳句 中学校の部 城東中学校 2 福里　華蓮

65 佳作 俳句 中学校の部 城東中学校 3 久保　智生弥

66 佳作 俳句 中学校の部 城東中学校 3 平安山　快人

67 佳作 俳句 中学校の部 下地中学校 2 根間　萌瑛

68 佳作 俳句 中学校の部 上野中学校 3 野田　來虹

69 佳作 俳句 中学校の部 伊良部島中学校 3 半場　おはな

70 市長賞 俳句 高等学校の部 宮古総合実業高等学校 1 山里　美生

71 教育長賞 俳句 高等学校の部 宮古高等学校 2 金城　萌

72 優秀賞 俳句 高等学校の部 宮古総合実業高等学校 1 石嶺　恵歌

73 優秀賞 俳句 高等学校の部 宮古総合実業高等学校 2 平良　忠嗣

74 優良賞 俳句 高等学校の部 宮古高等学校 1 古波藏　さくら

75 優良賞 俳句 高等学校の部 宮古工業高等学校 1 友利　太陽

76 優良賞 俳句 高等学校の部 宮古工業高等学校 1 吉原　愛珠

77 優良賞 俳句 高等学校の部 宮古総合実業高等学校 2 仲間　志寿來

78 優良賞 俳句 高等学校の部 宮古総合実業高等学校 3 長濱　武蔵

79 佳作 俳句 高等学校の部 宮古高等学校 2 守屋　瑠那

80 佳作 俳句 高等学校の部 宮古高等学校 3 上原　愛梨

81 佳作 俳句 高等学校の部 宮古工業高等学校 2 石垣　采音

82 佳作 俳句 高等学校の部 宮古総合実業高等学校 1 久貝　未空

83 佳作 俳句 高等学校の部 宮古総合実業高等学校 1 下地　花楓

84 佳作 俳句 高等学校の部 宮古総合実業高等学校 2 砂川　比乃里

85 佳作 俳句 高等学校の部 宮古総合実業高等学校 2 根間　ほのか

86 佳作 俳句 高等学校の部 宮古総合実業高等学校 2 橋詰　蓮

87 佳作 俳句 高等学校の部 宮古総合実業高等学校 2 松川　煌大

88 佳作 俳句 高等学校の部 宮古総合実業高等学校 3 前泊　来亜

89 市長賞 俳句 特別支援教育の部 城東中学校 2 池間　誠心

90 教育長賞 俳句 特別支援教育の部 鏡原中学校 1 知念　啓人

91 優秀賞 俳句 特別支援教育の部 平良第一小学校 4 平良　優斗

92 優秀賞 俳句 特別支援教育の部 伊良部島中学校 3 与座　翼

93 優良賞 俳句 特別支援教育の部 伊良部島小学校 6 羽地　華

94 優良賞 俳句 特別支援教育の部 下地中学校 2 太田　虎汰郎

95 佳作 俳句 特別支援教育の部 西辺小学校 3 砂川　蓮太郎

96 佳作 俳句 特別支援教育の部 北中学校 1 砂川　春優

97 佳作 俳句 特別支援教育の部 城東中学校 3 福里　啓悟
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賞区分 部門 審査区分 学校名 学年 氏名

1 市長賞 短歌 小学校の部　低学年 東小学校 2 上地　倖葉

2 教育長賞 短歌 小学校の部　低学年 東小学校 1 前盛　耀

3 優秀賞 短歌 小学校の部　低学年 南小学校 1 垣花　芽依

4 優秀賞 短歌 小学校の部　低学年 東小学校 2 下里　風実歌

5 優良賞 短歌 小学校の部　低学年 平良第一小学校 2 仲田　奈貴

6 優良賞 短歌 小学校の部　低学年 東小学校 1 前里　玲翔

7 佳作 短歌 小学校の部　低学年 南小学校 2 友利　奏咲

8 佳作 短歌 小学校の部　低学年 東小学校 1 根間　楽斗

9 佳作 短歌 小学校の部　低学年 東小学校 1 屋富祖　天楓

10 佳作 短歌 小学校の部　低学年 西城小学校 2 平良　匠海

11 佳作 短歌 小学校の部　低学年 下地小学校 1 仲間　一歩

12 市長賞 短歌 小学校の部　中学年 鏡原小学校 3 仲宗根　有優

13 教育長賞 短歌 小学校の部　中学年 東小学校 4 浦　ゆうな

14 優秀賞 短歌 小学校の部　中学年 平良第一小学校 3 與那嶺　柊音

15 優秀賞 短歌 小学校の部　中学年 南小学校 4 髙濱　遥

16 優良賞 短歌 小学校の部　中学年 西辺小学校 3 砂川　桜寿

17 優良賞 短歌 小学校の部　中学年 下地小学校 3 仲間　笑心

18 佳作 短歌 小学校の部　中学年 平良第一小学校 3 池村　勇希

19 佳作 短歌 小学校の部　中学年 平良第一小学校 3 國吉　彩良

20 佳作 短歌 小学校の部　中学年 平良第一小学校 3 下地　由珠

21 佳作 短歌 小学校の部　中学年 平良第一小学校 4 仲田　明貴

22 佳作 短歌 小学校の部　中学年 南小学校 3 髙濱　惺

23 佳作 短歌 小学校の部　中学年 南小学校 4 西里　亜偉斗

24 佳作 短歌 小学校の部　中学年 久松小学校 3 與那覇　晏理

25 佳作 短歌 小学校の部　中学年 久松小学校 4 前泊　和心

26 市長賞 短歌 小学校の部　高学年 久松小学校 6 新垣　良磨

27 教育長賞 短歌 小学校の部　高学年 城辺小学校 5 野﨑　敢太

28 優秀賞 短歌 小学校の部　高学年 平良第一小学校 5 安室　季莉幸

29 優秀賞 短歌 小学校の部　高学年 東小学校 6 下地　翔琉

30 優良賞 短歌 小学校の部　高学年 北小学校 5 佐渡山　新

31 優良賞 短歌 小学校の部　高学年 久松小学校 5 濱川　翔

32 佳作 短歌 小学校の部　高学年 平良第一小学校 5 下地　剛愛

33 佳作 短歌 小学校の部　高学年 北小学校 5 伊波　華奈

34 佳作 短歌 小学校の部　高学年 東小学校 5 渡口　空

35 佳作 短歌 小学校の部　高学年 久松小学校 5 野原　颯太

36 佳作 短歌 小学校の部　高学年 城辺小学校 6 新盛　藍叶

37 佳作 短歌 小学校の部　高学年 城辺小学校 6 福里　倫之介

38 佳作 短歌 小学校の部　高学年 下地小学校 5 古波藏　美空

39 市長賞 短歌 中学校の部 上野中学校 3 砂川　扇葉

40 教育長賞 短歌 中学校の部 下地中学校 1 仲里　奏

41 優秀賞 短歌 中学校の部 平良中学校 2 渡慶次　希生

42 優秀賞 短歌 中学校の部 下地中学校 2 日比野　貫太

43 優良賞 短歌 中学校の部 西辺中学校 3 今井　奏汰　

44 優良賞 短歌 中学校の部 上野中学校 3 砂川　尋弥

45 佳作 短歌 中学校の部 平良中学校 2 上原　和華

46 佳作 短歌 中学校の部 北中学校 1 小山　華乃

47 佳作 短歌 中学校の部 北中学校 2 久貝　結愛

48 佳作 短歌 中学校の部 北中学校 2 国仲　唯吹

49 佳作 短歌 中学校の部 北中学校 2 佐々木　莉音

50 佳作 短歌 中学校の部 上野中学校 1 新里　優弥

51 佳作 短歌 中学校の部 上野中学校 2 新里　修大

52 佳作 短歌 中学校の部 城東中学校 2 下地　杏梨

文芸展（短歌）入賞者
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賞区分 部門 審査区分 学校名 学年 氏名

文芸展（短歌）入賞者

53 佳作 短歌 中学校の部 城東中学校 2 松川　花咲音

54 市長賞 短歌 高等学校の部 宮古高等学校 2 友利　琉月

55 教育長賞 短歌 高等学校の部 宮古工業高等学校 3 平良　愛花

56 優秀賞 短歌 高等学校の部 宮古工業高等学校 1 砂川　千京

57 優秀賞 短歌 高等学校の部 宮古総合実業高等学校 2 渡久山　愛禾

58 優良賞 短歌 高等学校の部 宮古工業高等学校 3 國仲　秀弥

59 佳作 短歌 高等学校の部 宮古高等学校 1 川満　茉依

60 佳作 短歌 高等学校の部 宮古高等学校 2 上地　ひまり

61 佳作 短歌 高等学校の部 宮古高等学校 3 下地　千幸

62 佳作 短歌 高等学校の部 宮古高等学校 3 下地　水芭

63 佳作 短歌 高等学校の部 宮古工業高等学校 3 山口　宥成

64 佳作 短歌 高等学校の部 宮古総合実業高等学校 1 伊良部　柚希

65 佳作 短歌 高等学校の部 宮古総合実業高等学校 1 中村　月埜

66 佳作 短歌 高等学校の部 宮古総合実業高等学校 3 野原　永遠

67 市長賞 短歌 特別支援教育の部 伊良部島中学校 1 漢那　晄也

68 教育長賞 短歌 特別支援教育の部 伊良部島中学校 2 湧川　琉心

69 優秀賞 短歌 特別支援教育の部 上野小学校 3 志田　祐仁

70 優秀賞 短歌 特別支援教育の部 北中学校 1 仲宗根　晃希

71 優良賞 短歌 特別支援教育の部 北中学校 1 狩俣　琉空

72 優良賞 短歌 特別支援教育の部 北中学校 2 鈴木　結愛

73 佳作 短歌 特別支援教育の部 上野小学校 3 下地　さくら

74 佳作 短歌 特別支援教育の部 北中学校 1 砂川　春優

75 佳作 短歌 特別支援教育の部 北中学校 1 仲桝　麗

賞区分 部門 審査区分 学校名 学年 氏名

1 市長賞 作文 小学校の部　低学年 上野小学校 2 根間　心彩

2 教育長賞 作文 小学校の部　低学年 下地小学校 1 川満　柚稀

3 優秀賞 作文 小学校の部　低学年 下地小学校 1 多和田　光

4 優良賞 作文 小学校の部　低学年 鏡原小学校 2 豊見山　桂奈

5 佳作 作文 小学校の部　低学年 久松小学校 2 下地　珠々菜

6 佳作 作文 小学校の部　低学年 久松小学校 2 堀井　尊

7 佳作 作文 小学校の部　低学年 久松小学校 2 與那覇　果蓮

8 市長賞 作文 小学校の部　中学年 久松小学校 3 平良　勝李

9 教育長賞 作文 小学校の部　中学年 下地小学校 4 盛島　健一朗

10 優秀賞 作文 小学校の部　中学年 上野小学校 3 砂川　侑芯

11 優良賞 作文 小学校の部　中学年 久松小学校 3 與那覇　晏理

12 佳作 作文 小学校の部　中学年 南小学校 4 長崎　令愛

13 佳作 作文 小学校の部　中学年 上野小学校 3 砂川　京和

14 市長賞 作文 小学校の部　高学年 下地小学校 5 多和田　旺誠

15 教育長賞 作文 小学校の部　高学年 下地小学校 6 津波　璃音

16 優秀賞 作文 小学校の部　高学年 久松小学校 5 野原　颯太

17 優秀賞 作文 小学校の部　高学年 久松小学校 6 佐久川　花暖

18 優良賞 作文 小学校の部　高学年 平良第一小学校 5 松川　瑞季

19 優良賞 作文 小学校の部　高学年 平良第一小学校 6 砂川　律花

20 教育長賞 作文 中学校の部 城東中学校 3 川満　あおい

21 優秀賞 作文 中学校の部 平良中学校 3 前里　小夏

22 優秀賞 作文 中学校の部 久松中学校 1 島尻　蒼生

23 優良賞 作文 中学校の部 平良中学校 3 髙良　大和

24 優良賞 作文 中学校の部 平良中学校 3 根間　陽吾

25 佳作 作文 中学校の部 西辺中学校 3 砂川　うた

26 佳作 作文 中学校の部 西辺中学校 3 花城　慧地

27 佳作 作文 中学校の部 伊良部島中学校 2 長間　詩依菜

文芸展（作文）入賞者
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賞区分 部門 審査区分 学校名 学年 氏名

1 市長賞 詩 小学校の部　低学年 平良第一小学校 1 瑞慶覧　帆音

2 教育長賞 詩 小学校の部　低学年 鏡原小学校 1 おかむら　こはる

3 優秀賞 詩 小学校の部　低学年 東小学校 2 上地　倖葉

4 優良賞 詩 小学校の部　低学年 南小学校 1 垣花　芽依

5 佳作 詩 小学校の部　低学年 下地小学校 1 多和田　光

6 市長賞 詩 小学校の部　中学年 下地小学校 4 洲鎌　光希

7 優秀賞 詩 小学校の部　中学年 上野小学校 4 砂川　采和

8 優良賞 詩 小学校の部　中学年 西辺小学校 3 伊良部　心彩

9 優良賞 詩 小学校の部　中学年 上野小学校 3 砂川　京和

10 佳作 詩 小学校の部　中学年 東小学校 4 下里　和楓

11 佳作 詩 小学校の部　中学年 鏡原小学校 3 岡村　千菜美

12 市長賞 詩 小学校の部　高学年 南小学校 5 天田　麻琴

13 教育長賞 詩 小学校の部　高学年 伊良部島小学校 5 仲間　心優

14 優秀賞 詩 小学校の部　高学年 北小学校 5 伊波　華菜

15 佳作 詩 小学校の部　高学年 東小学校 6 津波古　芙珂

16 佳作 詩 小学校の部　高学年 東小学校 6 友利　映太

17 佳作 詩 小学校の部　高学年 下地小学校 5 多和田　旺誠

18 教育長賞 詩 中学校の部 西辺中学校 3 安里　穂歩

19 優秀賞 詩 中学校の部 久松中学校 1 濱川　理乃

20 優秀賞 詩 中学校の部 城東中学校 2 田崎　蓮太

21 優良賞 詩 中学校の部 鏡原中学校 2 内間　航琉

22 優良賞 詩 中学校の部 伊良部島中学校 3 我那覇　優愛

23 佳作 詩 中学校の部 久松中学校 1 久下沼　蒼太

24 佳作 詩 中学校の部 鏡原中学校 1 宮國　乃愛

25 佳作 詩 中学校の部 鏡原中学校 3 上里　遼平

26 市長賞 詩 特別支援教育の部（小学部） 東小学校 6 知念　玲音

27 教育長賞 詩 特別支援教育の部（小学部） 下地小学校 4 與那覇　元幹

28 優秀賞 詩 特別支援教育の部（小学部） 下地小学校 6 友利　新太郎

29 佳作 詩 特別支援教育の部（小学部） 伊良部島小学校 5 前泊　ひなた

30 市長賞 詩 特別支援教育の部（中学部） 下地中学校 2 平良　南翔

31 教育長賞 詩 特別支援教育の部（中学部） 北中学校 2 鈴木　結愛

32 優秀賞 詩 特別支援教育の部（中学部） 平良中学校 1 池原　勇輝

33 優秀賞 詩 特別支援教育の部（中学部） 北中学校 2 砂川　葵

34 優良賞 詩 特別支援教育の部（中学部） 平良中学校 1 與那原　輝

35 優良賞 詩 特別支援教育の部（中学部） 北中学校 2 武島　佑実

36 佳作 詩 特別支援教育の部（中学部） 平良中学校 1 大城　琉俊

37 佳作 詩 特別支援教育の部（中学部） 平良中学校 3 譜久島　煌

38 佳作 詩 特別支援教育の部（中学部） 北中学校 2 上地　唯里

文芸展（詩）入賞者
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賞区分 部門 審査区分 学校名 学年 氏名

1 市長賞 自由研究 小学校の部　低学年 東小学校 2 下里　風実歌

2 教育長賞 自由研究 小学校の部　低学年 伊良部島小学校 2 與那覇かなえ

3 優秀賞 自由研究 小学校の部　低学年 平良第一小学校 1 川満　早和

4 優秀賞 自由研究 小学校の部　低学年 南小学校 1 西田　実陽

5 優良賞 自由研究 小学校の部　低学年 平良第一小学校 2 島尻　和茉

6 優良賞 自由研究 小学校の部　低学年 久松小学校 1 川満　健惺

7 佳作 自由研究 小学校の部　低学年 久松小学校 2 長畑　杏寧

8 佳作 自由研究 小学校の部　低学年 下地小学校 2 本村 陽茉莉

9 市長賞 自由研究 小学校の部　中学年 北小学校 3
新城　紗羅

新城　風卯璃

10 教育長賞 自由研究 小学校の部　中学年 久松小学校 3 與那覇　希帆

11 優秀賞 自由研究 小学校の部　中学年 平良第一小学校 3 川満　玄誠

12 優秀賞 自由研究 小学校の部　中学年 東小学校 4 下里 和楓

13 優良賞 自由研究 小学校の部　中学年 平良第一小学校 3 與那嶺　柊音

14 優良賞 自由研究 小学校の部　中学年 南小学校 4 伊志嶺　綾介

15 佳作 自由研究 小学校の部　中学年 久松小学校 3 東　文孝

16 佳作 自由研究 小学校の部　中学年 池間小学校 3 三輪　温意

17 市長賞 自由研究 小学校の部　高学年 久松小学校 5 野原　颯太

18 教育長賞 自由研究 小学校の部　高学年 上野小学校 5 根間　心柚

19 優秀賞 自由研究 小学校の部　高学年 南小学校 5 島尻　波瑠

20 優良賞 自由研究 小学校の部　高学年 下地小学校 5 多和田 旺誠

21 佳作 自由研究 小学校の部　高学年 平良第一小学校 5 髙城　航汰

22 佳作 自由研究 小学校の部　高学年 平良第一小学校 6 平良　すみれ

23 教育長賞 自由研究 中学校の部 平良中学校 3 砂川　凛徳

24 優秀賞 自由研究 中学校の部 平良中学校 2 新崎　絢音

25 優秀賞 自由研究 中学校の部 城東中学校 2 下地　杏梨

26 佳作 自由研究 中学校の部 平良中学校 1 大城　胡桃

27 佳作 自由研究 中学校の部 平良中学校 2
石嶺　一真
下地　雷琥
當山　琉斗

28 佳作 自由研究 中学校の部 平良中学校 2 座間味　千結

29 市長賞 自由研究 特別支援教育の部 城東中学校 3
川満　大雅
佐久川　蓮

30 教育長賞 自由研究 特別支援教育の部 城辺小学校 4 山本　陽太

31 優秀賞 自由研究 特別支援教育の部 東小学校 1 仲宗根 帆花

自由研究展　入賞者
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賞区分 部門 審査区分 学校名 学年 氏名

1 市長賞 工作 小学校の部　低学年 北小学校 2 池原　壮志

2 教育長賞 工作 小学校の部　低学年 平良第一小学校 1 瑞慶覧　帆音

3 優秀賞 工作 小学校の部　低学年 鏡原小学校 1 宮國　恭士朗

4 優秀賞 工作 小学校の部　低学年 西辺小学校 1 平良　仁助

5 優良賞 工作 小学校の部　低学年 平良第一小学校 1 儀間　ひなた

6 優良賞 工作 小学校の部　低学年 上野小学校 2 上間　一輝

7 佳作 工作 小学校の部　低学年 平良第一小学校 1 上里　杏胡

8 佳作 工作 小学校の部　低学年 平良第一小学校 1 下地　菜々花

9 佳作 工作 小学校の部　低学年 南小学校 1 赤嶺　ゆずな

10 佳作 工作 小学校の部　低学年 伊良部島小学校 1 与座　梨花

11 市長賞 工作 小学校の部　中学年 久松小学校 3 宮川　海都

12 教育長賞 工作 小学校の部　中学年 平良第一小学校 4 垣花　空輝

13 優秀賞 工作 小学校の部　中学年 東小学校 3 志和山　柊陽

14 優秀賞 工作 小学校の部　中学年 西辺小学校 3 竹内　咲良

15 優良賞 工作 小学校の部　中学年 南小学校 3 川満　小都巴

16 優良賞 工作 小学校の部　中学年 鏡原小学校 3 仲宗根　有優

17 佳作 工作 小学校の部　中学年 平良第一小学校 3 下地　乃々花

18 佳作 工作 小学校の部　中学年 西辺小学校 4 村山　優央

19 佳作 工作 小学校の部　中学年 下地小学校 3 宮国　泰之心

20 佳作 工作 小学校の部　中学年 伊良部島小学校 3 池間　美羽

21 市長賞 工作 小学校の部　高学年 伊良部島小学校 6 漢那　諒

22 教育長賞 工作 小学校の部　高学年 南小学校 5 坂下　慎太郎

23 優秀賞 工作 小学校の部　高学年 平良第一小学校 6 下地　花歩

24 優秀賞 工作 小学校の部　高学年 城辺小学校 6 西里　果倫

25 優良賞 工作 小学校の部　高学年 北小学校 6 狩俣　仁心叶

26 優良賞 工作 小学校の部　高学年 東小学校 5 佐藤　茉果夏

27 佳作 工作 小学校の部　高学年 平良第一小学校 5 長嶺　向日葵

28 佳作 工作 小学校の部　高学年 東小学校 5 志和山　春陽

29 佳作 工作 小学校の部　高学年 池間小学校 5 松川　まみ

30 佳作 工作 小学校の部　高学年 上野小学校 6 垣花　勇旺

31 市長賞 工作 中学校の部 下地中学校 1 奥間　翠月

32 教育長賞 工作 中学校の部 鏡原中学校 1 宮國　朱璃

33 優秀賞 工作 中学校の部 鏡原中学校 1 源河　治人

34 優良賞 工作 中学校の部 鏡原中学校 1 伊波　幸芽生

35 優良賞 工作 中学校の部 鏡原中学校 1 根間　妙美

36 佳作 工作 中学校の部 鏡原中学校 1 友利　娃良

37 佳作 工作 中学校の部 下地中学校 1 喜多村　颯亮

38 佳作 工作 中学校の部 下地中学校 1 仲里　奏

39 佳作 工作 中学校の部 下地中学校 1 饒平名　清志郎

40 市長賞 工作 特別支援教育の部 南小学校 5 友利　空海

41 教育長賞 工作 特別支援教育の部 鏡原小学校 2 日野　匡人

42 優秀賞 工作 特別支援教育の部 北小学校 2 山岸　千笑

43 優良賞 工作 特別支援教育の部 平良第一小学校 4 佐和田　侑星

44 佳作 工作 特別支援教育の部 南小学校 3 平良　恵澄

45 佳作 工作 特別支援教育の部 東小学校 6 砂川　優梧

46 佳作 工作 特別支援教育の部 伊良部島小学校 4 国吉　颯真

工作展　入賞者
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賞区分 部門 審査区分 学校名 学年 氏名

1 市長賞 郷土のお話大会 ― 西辺小学校 3 伊良部　心彩

2 教育長賞 郷土のお話大会 ― 福嶺小学校 5 平良　椛陽

郷土のお話大会　入賞者
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市長賞・教育長賞作品 
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下地小学校 １年 

多和田 光 

伊良部島小学校 ２年 

ながはま きずき 

久松小学校 ３年 

與那覇 希帆 

伊良部島小学校 ４年 

外間 海叶 

伊良部島小学校 ６年 

荷川取 凛心 

伊良部島小学校 ５年 

玉元 巴琉  

 

20



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

北中学校 １年 

友利 美玲 
城東中学校 ２年 

下地 杏梨 

久松中学校 ３年 

平良 由子 

宮古高等学校 ３年 

狩俣 菜々夏 
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東小学校 １年 

上地 こゆき 

東小学校 ２年 

久貝 厘琥 

平良第一小学校 ３年 

友利 心珀 

平良第一小学校 ４年 

姜 沙林 

宮古特別支援学校 高等部２年 

嵩原 ゆい 

宮古特別支援学校 中学部３年 

友利 星南 
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西辺中学校 ３年 

安里 穂歩 

北小学校 ４年 

池間 希織 

平良第一小学校 ６年 

友利 優杏 

伊良部島中学校 １年 

長濱 彩 

上野中学校 ２年 

砂川 慶太 

平良第一小学校 ５年 

川満 華帆  
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上野小学校 ３年 

下地 さくら 

宮古高等学校 ２年 

砂川 朋諒 

北中学校 ２年 

下地 柚希  

宮古特別支援学校 高等部３年 

渡久山 琉宮 
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書道展の総評 
 

書道展審査員 

 

昨年より作品数が増え、審査員一同嬉しく思います。

最も印象的だったのは、小学校低学年の作品です。元気

で力強い作品が多く、見応えがありました。全学年、お

手本を真似し何度も練習した一生懸命な姿が作品から伝

わってきました。 

今回感じた課題は名前です。名前も作品の一部なので

構成を考え、本文同様しっかり練習をしましょう。余白

が綺麗なバランスの良い素敵な作品になります。高校生

は名前の大きさも研究してみてください。  
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下地小学校 １年 

友利 太珂 

お兄ちゃん、お姉ちゃんとかき氷を食べたよ 

平良第一小学校 ２年 

國仲 朔 

まつりのしゃてき 

北小学校 ３年 

伊波 寛南 

ぼくの大好きな島バナナ 

城辺小学校 ４年 

喜久川 慎之介 

楽しかったハーリー 
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久松中学校 １年 

奥濱 真平 

通学の道 

北中学校 ２年 

下地 璃空 

橋と共に 

東小学校 ５年 

當眞 琉正 

久松の赤がわら 

平良第一小学校 ６年 

下地 花歩 

夏休みの思い出 
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西辺中学校 ３年 

前泊 瑠衣 

緑の中で 

北中学校 ２年 

上原 姫花 

未来へ続く架け橋 

上野小学校 １年 

砂川 咲菜 

つなひき「せーの、さん」 

平良第一小学校 ２年 

荷川取 麗生 

ぼくが育てているクワガタと飼ってみたい虫 

 

30



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

西辺小学校 ３年 

伊良部 心彩 

海の世界 

北小学校 ４年 

島尻 琴菜 

エイサー練習 

狩俣小学校 ５年 

伊良部 勝成 

勝利をつなぐ 熱い背中 

下地小学校 ６年 

津波 璃音 

だいばんシーサー 
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西辺中学校 １年 

前泊 将宗 

サバニのある風景 

北中学校 ２年 

垣花 恋捺 

灯台まで後少し!! 

久松中学校 ３年 

洲鎌 くるみ 

大海の一端 

城辺小学校 ４年 

山本 陽太 

初めて見た海の森 
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美術展の総評 
 

美術展審査員 

 

今年の市民総合文化祭「児童・生徒の部」美術の部は、

出品数が前回と比べて、中学校の作品が増え小学校と特別

支援が少し減りました。全体を通して、出品数に変わりは

なかったのですが、中学校が増えたので例年以上に中学校

の部ではレベルの高い作品が集まりました。また宮古島を

題材にした作品だけでなく、新型コロナウイルスが落ち着

いたことで、自分の時間や家族旅行などで訪れた他県や海

外の風景を描いた作品が見られました。  

小学校の部では、全体的に色がきれいで明るくのびのび

した子どもの姿があり、多様な技法が使われていたりなど

バラエティに富んだ作品がみられました。  

中学校の部では、全体的に技法や構図を工夫した絵や色

を大切にした透明感を生かした作品が多くみられました。  

特別支援の部では、生活や学習活動の中での体験を通し

た、主題表現や与えられた条件やテーマから発想を広げた

力作がありました。  

来年度も多くの作品に出会える事を楽しみにしていま

す。 
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友
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虹
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郎 

東
小
学
校 

４
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上
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中
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２
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里 

遙
人 

宮
古
総
合
実
業
高
等
学
校 

１
年 
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東
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○
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か
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つ
む
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日
葵 

平
良
中
学
校 

１
年 

 
 

瑞
慶
覧 

陽
佳 

宮
古
高
等
学
校 

２
年 

 
 

金
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学
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年 

 
 

與
那
嶺 

柊
音 

○
な
つ
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海 
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熱
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文芸展（俳句）の総評 
 

文芸展（俳句）審査員 

 

 今年度は昨年度より、かなり多くの作品が寄せられ、

感心・感動を味わいました。作者の視点の鋭さ、観察し

た事を素直に詠むということの大切さが表現されていま

す。 

 一つの句が読み手を世界へと導く…とても大切です

ね。 

 「17 音」と短い文学ですが、見て、触れて作ってみ

ましょう。 

 特に高校生の作品は甲乙つけがたい俳句が多かったで

すよ。 

 まず、５・７・５（定型）音で作ることが第一歩でそ

れから視野を拡げていきましょう。  
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文芸展（短歌）の総評 
 

文芸展（短歌）審査員 

 

小学校、特別支援においては、それぞれの学年に応じ

た素直な表現が見られ、微笑ましい作品が多くありまし

た。 

また、中学生、高校生の短歌には感性の光る個性的な

作品がありました。 

今回は応募総数が大幅に増えて良かったです。 

短歌の定型（５・７・５・７・７）を守って詠むのは

もちろんですが、表現上削れない言葉については字余り

（6 音・8 音）は許容範囲となります。 

但し、結句は７音にまとめましょう。 

自分の言葉でのびのびと詠んでください。  
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早 く 土 よ う 日 に な ら な い か な  

上 野 小 学 校  二 年  根 間  心 彩  

 

わ た し は 二 年 生 の 四 月 か ら 、 合 唱 団 に 入 っ て い ま す 。 毎 週 土 よ う 日 の 練 習 が 楽 し み で

す 。  

合 唱 団 に 入 ろ う と 思 っ た き っ か け は 、 一 年 生 の と き に 見 に 行 っ た 音 楽 さ い で し た 。 初

め て き い た 合 唱 団 の 歌 声 は と て も き れ い で 、 わ た し も 入 っ て み た い と 思 い ま し た 。  

入 団 テ ス ト で 「 さ ん ぽ 」 を 歌 い ま し た 。 と て も き ん ち ょ う し た け ど 、 び っ く り す る ほ

ど き れ い な 声 が 出 て う れ し か っ た で す 。  

は じ め て 練 習 に 行 っ た と き は 友 だ ち が い な か っ た け ど 、 す ぐ に 友 だ ち が で き ま し た 。

練 習 で は 、 中 学 生 の お 姉 ち ゃ ん た ち が や さ し く 教 え て く れ た り 、 あ そ ん で く れ た り す る

の で 、 と て も 楽 し い で す 。 か え り の 車 や お ふ ろ の 中 で も 歌 の 練 習 を し て い ま す 。  

な つ 休 み に な っ て え ん そ う 会 の 練 習 が 始 ま り ま し た 。 さ い し ょ の 日 は 練 習 時 間 が 長

か っ た の で 、 足 が い た く な っ て 泣 き ま し た 。 で も お 姉 ち ゃ ん た ち が や さ し く 教 え て く れ

た の で 、 が ん ば る こ と が で き ま し た 。  

前 日 の リ ハ ー サ ル で は 、 「 美 し く 青 き ド ナ ウ 」 が む ず か し か っ た の で 、 た く さ ん 練 習

し ま し た 。 そ れ か ら 、 ソ プ ラ ノ 歌 手 の 砂 川 涼 子 さ ん の 歌 声 を き き ま し た 。 涼 子 さ ん の 歌

声 は 遠 く ま で ひ び く 声 で 、 と て も す て き で し た 。  

い よ い よ 本 番 の 日 、 た く さ ん の お 客 さ ん が 来 て い て 少 し き ん ち ょ う し た け ど 、 き れ い

な 声 で 歌 え て 、 み ん な と ハ モ れ た の で 、 う れ し か っ た で す 。 終 わ っ た あ と 先 生 や 家 ぞ く

か ら 「 上 手 だ っ た よ 。 が ん ば っ た ね 。 」 と ほ め ら れ ま し た 。  

今 わ た し は 、 合 唱 を し て い る と き が 一 番 楽 し い で す 。 私 の 目 ひ ょ う は 、 「 お 姉 ち ゃ ん

た ち や 涼 子 さ ん の よ う な き れ い な 声 で 歌 う 歌 手 に な る こ と 」 で す 。 合 唱 大 好 き ！ 合 唱 団

の み ん な 大 好 き !!  

市  長  賞  

44



ぼ く の お 兄 ち ゃ ん 

久 松 小 学 校 三 年 平 良 勝 李 

 

「 ち ゃ ん と ま っ す ぐ な げ ろ よ 。 」 

「 う る さ い な 。 お 兄 ち ゃ ん も 小 学 生 の 時 は 、 下 手 だ っ た だ ろ 。 」 

ぼ く と 中 学 三 年 生 の お 兄 ち ゃ ん は 、 野 球 部 に 入 っ て い ま す 。 キ ャ ッ チ ボ ー ル を す る 時

は 、 い つ も け ん か ば か り し て い ま す 。 い つ か 、 お 兄 ち ゃ ん よ り も 上 手 く な る ぞ 、 と 心

の 中 で 思 っ て い ま し た 。 

 夏 休 み に 、 り と う 甲 子 園 と い う 大 会 が あ り ま し た 。 全 国 の り と う の 中 学 生 の 野 球 大

会 で す 。 ぼ く の お 兄 ち ゃ ん も 、 宮 古 島 の 代 表 と し て 出 場 す る こ と に な り ま し た 。 し か

も 、 チ ー ム の キ ャ プ テ ン に え ら ば れ ま し た 。 お 兄 ち ゃ ん が キ ャ プ テ ン で だ い じ ょ ぶ か

な 、 と ぼ く は 少 し 心 配 で し た 。 

 長 さ き 県 の い き 島 へ 、 お 父 さ ん と お 母 さ ん と 一 緒 に お う え ん に 行 き ま し た 。 ほ か の

県 の 中 学 生 が た く さ ん い て 、 ど ん な プ レ ー が 見 え る の か 、 わ く わ く し ま し た 。 

 お 兄 ち ゃ ん の チ ー ム は 、 四 回 戦 ま で 勝 ち 進 み 、 こ の 試 合 に 勝 て ば 決 勝 進 出 で す 。 

し か し 、 さ い 終 回 ま で 相 手 チ ー ム が リ ー ド し て い ま し た 。 そ し て 、 ぎ ゃ く 点 の チ ャ

ン ス に 、 お 兄 ち ゃ ん の 打 せ き が 回 っ て き ま し た 。 ぼ く は き ん ち ょ う し て 、 心 ぞ う が ド

キ ド キ し て い る の が 聞 こ え て い ま し た 。 

「 お 兄 ち ゃ ん 、 打 て 。 」 

お 兄 ち ゃ ん が 思 い っ き り 打 っ た 打 球 は 、 空 に 向 か っ て と ん で い き ま し た 。 

「 や っ た あ 。 」 

大 き な か ん 声 が 会 場 い っ ぱ い に ひ び き ま し た 。 お 兄 ち ゃ ん は 、 ガ ッ ツ ポ ー ズ を し な が

ら ベ ー ス を ゆ っ く り ふ ん で 、 笑 顔 で ホ ー ム に も ど っ て き ま し た 。 ぎ ゃ く 点 ２ ラ ン ホ ー

ム ラ ン で し た 。 チ ー ム の み ん な と お 兄 ち ゃ ん は 、 だ き 合 っ て よ ろ こ ん で い ま し た 。 

「 お 兄 ち ゃ ん 、 か っ こ い い 。 」 

ぼ く は 、 こ う ふ ん し な が ら お 母 さ ん と ハ イ タ ッ チ を し ま し た 。 お 父 さ ん も 、 目 を ま

っ か に し て よ ろ こ ん で い ま し た 。 

 次 の 日 は 、 決 勝 戦 で し た 。 ７ ー ６ で お し く も 負 け て し ま い ま し た 。 と て も く や し

か っ た け ど 、 チ ー ム の み ん な に あ り が と う を つ た え た い 気 も ち に な り ま し た 。 

試 合 が 終 わ っ た 後 、 チ ー ム の メ ン バ ー に 、 

「 お 前 も キ ャ プ テ ン に な っ て 、 り と う 甲 子 園 で 優 勝 す る ん だ ぞ 。 が ん ば れ よ 。 」 

と 、 言 わ れ ま し た 。 は ず か し か っ た け ど 、 う れ し か っ た で す 。 

 大 会 が 終 わ る と 、 お 兄 ち ゃ ん が じ ゅ ん 優 勝 の メ ダ ル を 見 せ て く れ ま し た 。 キ ラ キ ラ

か が や い て 、 か っ こ い い メ ダ ル で し た 。 

「 お 兄 ち ゃ ん か っ こ よ か っ た 。 感 動 し た よ 。 」 

 キ ャ プ テ ン と し て 活 や く し た お 兄 ち ゃ ん は 、 ぼ く の 自 ま ん の お 兄 ち ゃ ん で す 。 お 兄

ち ゃ ん み た い に 、 さ い ご ま で あ き ら め ず 、 チ ー ム を も り 上 げ る せ ん 手 に な り た い で す 。 

「 お 兄 ち ゃ ん 、 一 緒 に キ ャ ッ チ ボ ー ル し よ う 。 」 

ぼ く と お 兄 ち ゃ ん は 、 夢 に 向 か っ て 進 み ま す 。 
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パ ラ リ ン ピ ッ ク か ら 学 ん だ こ と  

下 地 小 学 校  五 年  多 和 田  旺 誠  

 

夏 休 み 、 テ レ ビ で は オ リ ン ピ ッ ク の 様 子 が 放 送 さ れ て い ま し た 。 世 界 中 の ス ポ ー

ツ 選 手 た ち が 試 合 を し て い る 姿 が 、 と て も か っ こ 良 く て 、 毎 日 色 々 な 競 技 を 見 る こ

と が 楽 し か っ た で す 。 そ し て オ リ ン ピ ッ ク が 終 わ り 、 そ の 後 、 パ ラ リ ン ピ ッ ク と い

う 大 会 が 始 ま り ま し た 。  

僕 は パ ラ リ ン ピ ッ ク を 知 り ま せ ん で し た 。 パ ラ リ ン ピ ッ ク は 元 々 障 が い 者 の リ ハ

ビ リ と し て ス ポ ー ツ を 取 り 入 れ て い た こ と が 始 ま り だ そ う で す 。 で す が テ レ ビ で 見

る 選 手 た ち は 障 が い 者 と 思 え な い 動 き で 活 動 し て い ま し た 。 ア ー チ ェ リ ー で は 、 う

で が な い 選 手 は 口 で 弓 を 引 く し 、 テ ニ ス で は 、 車 イ ス を 高 速 で 動 か し て ラ ケ ッ ト を

ふ る 力 は 、 と て も 強 く て か っ こ 良 か っ た で す 。  

そ の 中 で も 、 目 が 見 え な い 人 の サ ッ カ ー が あ り 、 そ れ は 手 や 、 他 の 感 覚 を 使 っ て

ボ ー ル が ど こ に あ る の か 探 し て 試 合 を し て い る そ う で す 。 僕 は 、 目 か く し を し て ボ

ー ル を 探 し て み ま し た が 、 音 だ け で は ボ ー ル が ど こ に あ る の か 探 し て ゴ ー ル に 入 れ

る こ と は 、 と て も む ず か し く 、 選 手 た ち の よ う に は で き ま せ ん で し た 。  

毎 日 、 パ ラ リ ン ピ ッ ク を 見 て い て す ご い な と 思 っ た こ と は 、 選 手 た ち が 今 ま で あ

き ら め ず に ス ポ ー ツ を や り 続 け た と い う こ と で す 。 僕 は バ レ ー ボ ー ル を や っ て い ま

す が 、 で き な い と き に は 気 持 ち が 弱 く な っ て 、 腹 が 立 つ こ と が あ り ま す 。 だ け ど 、

パ ラ リ ン ピ ッ ク の 選 手 た ち が も っ と も っ と す ご い の は 、 目 が み え な く て も 、 耳 が 聞

こ え な く て も 、 事 故 で 手 や 足 を 失 っ て も 、 そ こ か ら 立 ち 上 が り 、 練 習 し 続 け た こ と

だ と 思 い ま す 。 ふ つ う の こ と を や り 続 け る こ と も す ご い こ と だ と 思 い ま す 。 し か し 、

パ ラ リ ン ピ ッ ク で 見 た 選 手 た ち の よ う に 、 絶 望 を の り こ え て 、 そ の 後 に 努 力 を し て

い る と い う こ と に 僕 は 感 動 し お ど ろ き ま し た 。  

パ ラ リ ン ピ ッ ク で の 競 技 を 見 て 、 僕 は い つ も 練 習 で 自 分 が 言 わ れ て い る 言 葉 が 浮

か び ま し た 。 そ れ は 『 お も い っ き り 飛 び な さ い 』 と い う 言 葉 で す 。 ど う し て も 力 を

お さ え て し ま う プ レ ー が 自 分 で も だ め だ と わ か っ て い ま す が 、 い つ も う ま く い き ま

せ ん 。 今 の 僕 の か べ で す 。 で も 、 あ き ら め ず 練 習 す れ ば 、 で き る と 思 い ま す 。 パ ラ

リ ン ピ ッ ク の 選 手 た ち の よ う に 強 い 気 持 ち と 自 分 を 信 じ る こ と を や め ず に 取 り く

ん で い こ う と い う 気 持 ち に な り ま し た 。  

た と え 、 自 分 に 足 り な い 何 か が あ っ て も 、 そ の せ い に し て あ き ら め る の で は な く 、

別 の 方 法 を 試 し た り 、 人 と は ち が う 練 習 を し て み た り 、 色 々 な や り 方 が あ る こ と を

パ ラ リ ン ピ ッ ク 選 手 た ち か ら 学 び ま し た 。 僕 は 身 長 が 低 く て 思 う よ う に 行 か な い こ

と も 多 い け ど 、 い や な 練 習 も 自 分 の た め だ と 思 っ て 努 力 し た い と 思 い ま し た 。 そ し

て い つ か 、 オ リ ン ピ ッ ク や パ ラ リ ン ピ ッ ク を 自 分 の 目 で 見 て み た い で す 。  
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わ た し と す も う  

下 地 小 学 校  一 年  川 満  柚 稀  

 

わ た し は 、 き ょ う 、 さ に つ は ま か あ に ば る に い き ま し た 。 そ こ で は 、 す も う を や っ て い て 、  

「 や っ て み た ら 。 」  

と 、 マ マ に い わ れ て 、 や っ て み る こ と に し ま し た 。  

 ど き ど き し な が ら ま っ て い る と 、 １ ば ん め の あ い て は 、 と も だ ち の あ か り さ ん に な り ま し た 。

わ た し よ り も し ん ち ょ う が た か か っ た け ど 、 ぜ ん り ょ く で や る と 、 か つ こ と が で き ま し た 。 と

て も う れ し か っ た で す 。  

 ２ ば ん め に 、 ３ ね ん せ い く ら い の お と こ の こ と た た か い ま し た 。 つ よ そ う だ な ぁ と お も っ て 、

か て る か し ん ぱ い だ っ た け ど 、 ２ か い し ょ う ぶ で １ か い め は ま け て し ま い ま し た 。  

２ か い め の と き に 、  

「 が ん ば れ ー 、 ゆ ず ー 。 」  

と 、 マ マ た ち が お う え ん し て く れ て 、 ち か ら が わ い て き ま し た 。 パ パ か ら 、  

「 あ し を ひ っ か け て た お す ん だ よ 。 」  

と お そ わ っ た こ と を お も い だ し て 、 え い っ と や っ て み た ら 、 か て ま し た 。 か っ た こ と も う れ し

か っ た け ど 、 マ マ に  

「 ゆ ず 、 す ご い ね 。 」  

と 、 ほ め ら れ た こ と が う れ し す ぎ て 、 く つ を は い て し ま い ま し た 。  

 ３ ば ん め も お と こ の こ で 、 そ の こ に は 、 ま け て し ま い ま し た 。 か て る と お も っ て い た の で 、

と て も く や し か っ た で す 。  

 け っ か は 、 ４ い に な り ま し た 。 い ち ね ん せ い な の に ４ い に な れ た こ と が 、 と て も う れ し か っ

た で す 。  

 ら い ね ん は 、 ぜ ん ぶ か っ て 、 １ い に な り た い で す 。  
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ぼ く の 三 年 昆 虫 記  

下 地 小 学 校  四 年  盛 島  健 一 朗  

 

「 え ぇ ー っ ！ い た ー ！ ヤ ッ タ ー ！ 」  

ぼ く は 三 年 前 か ら ね ら い 続 け て い た 、 オ ス の カ ブ ト ム シ を つ か ま え た 時 、 よ ろ こ び の 声 を あ げ

ま し た 。  

ぼ く た ち の 家 族 は 毎 年 、 祖 父 母 の 住 む 徳 島 県 へ 旅 行 に 行 き ま す 。 そ の 旅 行 で 昆 虫 採 集 を す る

こ と が 、 ぼ く の 楽 し み に な っ て い ま す 。 ぼ く は カ ブ ト ム シ や ク ワ ガ タ が 大 好 き で 、 つ か ま え た

こ れ ら の 昆 虫 を 十 頭 く ら い 飼 育 し て い ま す 。 し か し ぼ く の 住 む 宮 古 島 に は 、 角 の 短 い サ イ カ ブ

ト と い う 種 類 し か 採 れ ま せ ん 。 で す の で 、 か っ こ い い 長 い 角 を 持 っ た 本 土 の カ ブ ト ム シ を つ か

ま え る こ と が 、 ぼ く の 旅 行 中 の 目 標 で し た 。 し か し 旅 行 の 間 、 徳 島 の い く つ か の 森 や 山 で 、 ク

ヌ ギ や ク リ の 木 な ど カ ブ ト ム シ が 好 き な 木 を 探 し ま し た が 、 採 る こ と は で き ま せ ん で し た 。 そ

し て 、 採 れ な い ま ま 宮 古 島 へ 帰 る 日 の 朝 に な り ま し た 。 徳 島 か ら 、 淡 路 島 を 通 っ て 、 神 戸 空 港

へ 向 か う と 中 の サ ー ビ ス エ リ ア で し た 。 そ れ は 旅 行 中 の ラ ス ト チ ャ ン ス で し た 。 シ ラ カ シ と い

う 街 路 樹 に い た オ ス の カ ブ ト ム シ を 、 つ い に つ か ま え ま し た 。 し か も 三 頭 も で す 。  

ぼ く は 、 不 思 議 に 思 う こ と が あ り ま し た 。 な ぜ 木 が た く さ ん あ る 徳 島 の 森 や 山 で は な く 、 淡

路 島 の サ ー ビ ス エ リ ア の 街 路 樹 だ っ た の か 、 と い う こ と で す 。 祖 父 が 子 供 の こ ろ 、 カ ブ ト ム シ

が た く さ ん 採 れ た と い う 、 祖 父 の 山 の ク ヌ ギ の 木 は 、 太 く て 大 き な 老 木 に な っ て い ま し た 。 ま

た そ の 木 の 周 り に は 、 竹 や ス ギ の 木 が 高 く の び て い ま し た 。 後 か ら 調 べ た と こ ろ 、 こ の よ う な

森 の 木 は 、 カ ブ ト ム シ が 好 き な 、 樹 液 が た く さ ん 出 る 状 態 に な り に く い と い う こ と で す 。 一 方

で 、 サ ー ビ ス エ リ ア の シ ラ カ シ の 木 は 、 人 の 手 入 れ が あ り 。 日 当 た り が 良 く 、 樹 液 が 出 や す い 、

細 く て 若 い 木 で し た 。  

ま た 、 ク ヌ ギ の 木 が 樹 液 を た く さ ん 出 し て 、 た く さ ん の 昆 虫 た ち が 集 ま る た め に は 、 ク ヌ ギ

の 皮 に あ な を 開 け る 、 ほ か の 昆 虫 が 必 要 と い う こ と を 知 り ま し た 。 と く に 、 シ ロ ス ジ カ ミ キ リ

ム シ は 、 か た い ク ヌ ギ の 皮 に あ な を 開 け て 卵 を 産 み ま す 。 そ れ は ク ヌ ギ の 木 に と っ て は 、 悪 い

こ と の よ う に 思 え ま す 。 し か し 、 老 い た 大 き な 木 が 倒 れ て 、 そ の 根 の 周 り か ら 新 し い 木 が 育 ち

始 め ま す 。 シ ロ ス ジ カ ミ キ リ ム シ は 、 こ の よ う に し て ク ヌ ギ 林 の 再 生 に 役 立 っ て い る の で す 。

と こ ろ が 、 シ ロ ス ジ カ ミ キ リ ム シ は 、 大 き く 数 を 減 ら し て い ま す 。 松 く い 虫 と 呼 ば れ る 、 マ ツ

ノ マ ダ ラ カ ミ キ リ へ の 防 除 の 農 薬 を 散 布 し た こ と が 、 減 っ た 理 由 に あ る そ う で す 。  

そ し て ぼ く は 、 祖 父 母 と 相 談 し て 、 山 に ク ヌ ギ を 植 え て み よ う と 計 画 し て い ま す 。 カ ブ ト ム

シ が 卵 を 産 み 、 幼 虫 が 育 つ た め の ふ 葉 土 の ベ ッ ド つ き 、 そ ん な ク ヌ ギ の 林 で す 。 小 さ な 飼 育 ケ

ー ス で な く 、 山 で た く さ ん の カ ブ ト ム シ を 育 て る 、 ぼ く の 新 し い 目 標 で す 。  
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a が ん ば れ わ た し  

下 地 小 学 校 六 年 津 波 璃 音 

 

「 ど う に か 声 が 出 る よ う に し て く だ さ い 。 」 

宮 古 民 謡 コ ン ク ー ル を 三 日 後 に ひ か え て い た わ た し は 、 か か り つ け の 耳 鼻 科 に か け こ ん だ 。 鼻

炎 と 風 邪 に 同 時 に か か っ て し ま っ た の だ 。 

わ た し が 、 三 線 を 始 め た の は 五 年 生 に な っ て す ぐ の こ と だ っ た 。 誰 に す す め ら れ た の で も な

く 、 自 分 か ら や り た い と 母 に 言 っ た 。 三 線 や 民 謡 が 身 近 に あ る 環 境 で は 無 か っ た が 、 宮 古 人 の

血 の せ い か 、 ま た は 、 優 し く ゆ っ た り と し た 音 色 が 、 の ん び り 屋 の わ た し に 合 っ て い る の か 分

か ら な い が 、 ず っ と 前 か ら 自 分 の 手 で 三 線 を ひ い て み た い と 思 っ て い た 。 

わ た し の 三 線 の 先 生 は 、 祖 父 の 友 人 の お じ い ち ゃ ん 先 生 だ 。 ニ コ ニ コ し て い て 、 優 し い し 、

と て も て い ね い に 指 導 し て く れ る 。 い つ も リ ラ ッ ク ス し て お け い こ が で き る の で 教 室 の あ る 日

が 待 ち 遠 し い 。 最 初 に 練 習 し た の は 、 「 チ ュ ー リ ッ プ 」 と い う 曲 で 、 練 習 す る 度 に 、 音 が 良 く な

っ て い く の が 実 感 で き た の で 夢 中 で ひ い た 。 そ の 内 に 、 三 線 の 楽 譜 で あ る 工 工 四 も 読 め る よ う

に な り 、 コ ン ク ー ル に 向 け て 「 な り や ま あ や ぐ 」 と い う 宮 古 民 謡 を 練 習 す る よ う に な っ た 。 三

線 を 起 立 し て ひ く の に 加 え て 、 方 言 の 発 音 や 高 音 が と て も 難 し く て 苦 労 し た が 、 上 達 し て い く

の が と て も 楽 し く て 、 早 く 舞 台 の 上 で 誰 か に 聞 か せ た い と 思 う よ う に な っ て い た 。 し か し 、 コ

ン ク ー ル 直 前 で 体 調 を く ず し た の で あ る 。 

コ ン ク ー ル 当 日 は 、 ガ ラ ガ ラ 声 と 鼻 水 で リ ハ ー サ ル で も 思 う よ う に 声 は 出 ず 、 不 安 の ま ま 本

番 が 始 ま っ た 。 教 室 の 友 達 が 、 演 奏 を 終 え て 笑 顔 で 控 室 に 戻 っ て 来 る 中 、 わ た し は ド キ ド キ し

て 順 番 を 待 っ て い た 。 母 に も ら っ た の ど ア メ も ぜ ん ぜ ん 役 に 立 た な い 気 が し た 。 案 の 定 、 本 番

で は 声 が か す れ て 高 音 は 出 ず 、 途 中 で 涙 が 出 そ う に な っ た 。 気 持 ち が 折 れ そ う に な る の を な ん

と か ふ る い た た せ 、 演 奏 に 集 中 し て 最 後 ま で あ き ら め ず に や り 切 っ た 。 落 ち 込 む わ た し に 、 母

は 、 

「 最 後 ま で よ く 頑 張 っ た ね 。 三 線 は 一 番 上 手 だ っ た よ 。 」 

と 声 を か け て く れ 、 祖 父 母 も わ た し の 初 舞 台 を 喜 ん で く れ た 。 わ た し は 、 少 し だ け く や し 泣 き

を し た が 、 予 想 に 反 し て 新 人 賞 に 合 格 す る こ と が で き た 。 

 現 在 わ た し は 、 秋 に 行 わ れ る 「 な り や ま あ や ぐ ま つ り 」 に 向 け て 練 習 を 重 ね て い る 。 コ ン ク

ー ル で の 苦 い 経 験 を 糧 に し て 、 自 分 が 納 得 の い く 演 奏 が 出 来 て 、 情 感 豊 か に 歌 え れ ば と 思 っ て

い る 。 何 度 練 習 し て も 、 ぶ れ な い 音 や 節 回 し は 本 当 に 難 し い 。 で も 、 自 分 自 身 へ の リ ベ ン ジ と

し て 達 成 し た い 。 も ち ろ ん 、 体 調 管 理 は 最 重 要 課 題 だ 。 

 が ん ば れ 、 わ た し 。 で き る よ 、 わ た し 。 絶 対 笑 顔 で 終 わ ろ う ね 。 
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自 分 の 物 語 を 生 き る  

城 東 中 学 校  三 年  川 満  あ お い  

 

「 Ｌ Ｇ Ｂ Ｔ Ｑ 」 「 性 的 マ イ ノ リ テ ィ 」 「 多 様 性 」 … … 。 最 近 は 、 こ れ ら の 言 葉 も 目 新 し い も の で は な く

な っ た 。 心 と 体 の 性 が 異 な る 人 や 性 的 指 向 ・ 性 自 認 が 定 ま ら な い 人 … 。 多 様 性 が 認 め ら れ る よ う に な っ

た こ と は 喜 ば し い こ と だ 。 自 分 の 個 性 を 大 事 に で き る こ と 、 表 現 で き る こ と は 素 晴 ら し い 。 そ う 考 え る

と 誰 も が 自 分 ら し く 生 き ら れ る 社 会 は 、 本 当 に 実 現 に 近 づ い て い る だ ろ う 。  

し か し 、 本 当 の 意 味 で の 実 現 は ま だ 先 な の か も し れ な い 。 私 は 以 前 、 Ｌ Ｇ Ｂ Ｔ Ｑ だ と 自 覚 し て い る 子

供 ・ 若 者 の ほ と ん ど が 、 「 保 護 者 に 相 談 で き な い 」 と 感 じ て い る と い う ニ ュ ー ス を 目 に し た こ と が あ る 。

否 定 的 な 意 見 や 真 実 を 打 ち 明 け た と し て も 受 け 入 れ て も ら え な い の だ ろ う か と い う 不 安 な ど が そ の 原

因 だ そ う だ 。 二 〇 二 二 年 に 行 わ れ た 内 閣 府 に よ る ア ン ケ ー ト 結 果 で も 、 十 代 の Ｌ Ｇ Ｂ Ｔ Ｑ に 悩 ん で い る

人 の 中 で 「 自 殺 を 考 え た こ と が あ る 人 」 が 四 十 八 ％ 、 「 自 傷 行 為 を し た 人 」 が 三 十 八 ％ と い う 結 果 で 、 私

は 思 っ た 以 上 の 数 の 多 さ に 胸 が 痛 く な っ た 。 Ｌ Ｇ Ｂ Ｔ Ｑ と い う 言 葉 が ど ん な に 身 近 な も の に な っ た と し

て も 、 そ れ を ど こ か 遠 い 世 界 の 出 来 事 だ と 思 っ て い る 人 も い る の で は な い だ ろ う か 。 理 解 す る こ と と 、

受 け 入 れ る こ と は 違 う 。 き っ と 私 た ち の 身 近 に も 悩 ん で い る 人 が い る の か も し れ な い 。 そ し て 、 些 細 な

一 言 で 傷 つ い た り 、 打 ち 明 け る 勇 気 を な く し た り し て い る 人 が い る か も し れ な い 。 自 分 の 居 場 所 を 見 つ

け に く い 人 、 生 き づ ら い と 思 っ て し ま う 人 が い る の で は な い だ ろ う か 。  

私 が 「 自 分 ら し さ 」 に つ い て 考 え る よ う に な っ た き っ か け が あ る 。 二 年 前 、 私 た ち の 学 校 で 性 の 多 様

に つ い て 考 え る 講 話 が あ っ た 。 講 師 の 方 は 、 竹 内 清 文 さ ん と い い 、 沖 縄 県 内 で 活 動 し て い る 。 小 学 生 の

頃 か ら 、 自 分 自 身 の 性 自 認 に つ い て 考 え て き た 体 験 や 、 周 り の 人 に カ ミ ン グ ア ウ ト す る ま で の 話 を 聞 か

せ て も ら っ た 。 た く さ ん 悩 ん で 、 た く さ ん 泣 い て き た か も し れ な い そ の 方 は 、 私 た ち の 前 で 堂 々 と 、 笑

顔 で 、 「 自 分 ら し く 生 き る こ と 」 の 素 晴 ら し さ を 伝 え て く れ た 。 好 き な も の を 好 き と 言 え る 、 誰 か に 自 分

の こ と を 伝 え る 、 そ の 姿 が と て も 素 敵 だ っ た こ と を 今 で も 覚 え て い る 。 そ し て 、 彼 は 、 私 た ち み ん な に

『 「 認 め る 」 っ て ど う い う こ と ？ 』 と い う 質 問 を 投 げ か け た 。 認 め る … … 。 当 た り 前 の よ う に 使 っ て い た

言 葉 だ け れ ど 、 「 相 手 の 良 さ を 探 す 」 「 受 け 入 れ る 」 「 大 丈 夫 だ と 伝 え る 」 「 個 性 を 見 つ け る 」 様 々 な 意 見

が 出 た 。 人 と 違 う こ と を 私 た ち は 恐 れ て し ま う け れ ど 、 お か し い こ と で も 悪 い こ と で も な い の だ と 、 な

ん だ か 嬉 し か っ た 。  

性 的 マ イ ノ リ テ ィ に 限 ら ず 、 私 た ち は 人 と 違 う こ と を 恐 れ る 。 そ し て 一 度 手 に 入 れ た 自 分 の 居 場 所 を

守 ろ う と 必 死 に な る 。 も ち ろ ん 人 と 合 わ せ る こ と も 、 居 場 所 を 守 る こ と も 大 切 だ 。 し か し 、 そ の 中 で 自

分 を 偽 り 、 相 手 の こ と を 理 解 で き な い と い う 凝 り 固 ま っ た 考 え に な っ て し ま う こ と は 違 う 。 私 も 以 前 ま

で は 学 級 会 で 意 見 を 言 う こ と を 恐 れ た り 、 友 達 同 士 で も 相 手 に 合 わ せ 自 分 の 言 い た い こ と を 言 え な か っ

た り す る こ と が 多 か っ た 。 し か し 、 自 分 の 個 性 を 大 事 に で き る 素 晴 ら し さ を 、 も っ と 伝 え て い き た い と

思 い 、 自 分 自 身 を 変 え る 決 心 を し た 。 私 に と っ て も 大 き な 決 意 は 、 小 さ な も の か も し れ な い が 、 前 よ り

も 自 分 の や り た い こ と に 前 向 き に 挑 戦 で き る よ う に な っ た し 、 友 達 と も 本 音 を 話 せ る よ う に な っ た 。 今 、

前 よ り も 自 分 の こ と が 好 き に な っ た 。 み ん な が 少 し で も お 互 い の 違 い を 認 め 、 自 分 ら し さ を 大 事 に で き

る よ う に な っ た ら 、 今 ど こ か で 悩 ん で い る 誰 か の 心 を 救 う こ と が で き る か も し れ な い 。  

こ れ か ら ど ん な 自 分 の 物 語 が 続 い て い く だ ろ う か 。 ま だ 知 ら な い 世 界 や 価 値 観 が 世 の 中 に は た く さ ん

あ る 。 私 は た く さ ん 悩 み 、 選 択 を し 、 「 自 分 ら し さ 」 を 見 つ け て い き た い 。  
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文 芸 展 （ 作 文 ） の 総 評  
 

文 芸 展( 作 文) 審 査 員  

 

○ 小 学 校  低 学 年 の 部  

 ・ 体 験 を 通 し て で き た こ と 、 分 か っ た こ と 、 感 じ た こ と が 低 学 年 ら し い 言 葉

で 素 直 に 表 現 さ れ て い る 。  

 ・ 原 稿 用 紙 の 使 い 方 は 、 句 読 点 や 段 落 、 会 話 文 に 気 を つ け て 書 か れ て い て 良

か っ た 。  

 ・ 題 材 が 偏 ら ず 色 々 な 視 点 か ら 書 か れ て い る の が 良 か っ た 。  

 ・ 誤 字 ・ 脱 字 は あ ま り 見 ら れ な か っ た が 、 漢 数 字 と 算 用 数 字 の 使 い 分 け が 十

分 に で き て い な い 作 品 が あ っ た 。  

○ 小 学 校  中 学 年 の 部  

 ・ 子 ど も な ら で は の 視 点 か ら 物 事 を 見 つ め る 作 品 が 多 か っ た 。  

 ・ 書 き 出 し に 工 夫 が 見 ら れ 、 読 み 手 を 引 き 込 む よ う な 書 き ぶ り が 良 か っ た 。 

・ 直 接 的 な 表 現 を 避 け 、 豊 か な 表 現 で 描 写 し て い る 作 品 が 多 く 、 情 景 を 思 い

浮 か べ る こ と が で き た 。  

 ・ 題 名 に あ ま り 工 夫 が 見 ら れ な い 。 内 容 と の 整 合 性 を 考 え る と よ い 。  

 ・ 原 稿 用 紙 の き ま り 、 漢 字 、 送 り 仮 名 等 の 表 記 を 見 直 し て か ら 提 出 し て ほ し

い 。  

○ 小 学 校  高 学 年 の 部  

 ・ 表 現 力 が 豊 か 。  

 ・ 自 体 験 を 基 に 書 か れ て い る の が よ か っ た 。 （ 自 分 の 考 え を 書 け て い る ）  

 ・ タ イ ト ル の 付 け 方 が 工 夫 が あ っ た 。  

 ・ 文 章 構 成 を し っ か り と と ら え て 書 く こ と が 必 要 。  

○ 中 学 校 の 部  

 ・ 自 分 が 体 験 し た こ と や 学 ん だ こ と を 将 来 に 活 か し て い こ う と す る 前 向 き な

と こ ろ が 良 か っ た 。  

 ・ 環 境 問 題 に つ い て 考 え た り 、 人 と 人 と の つ な が り を 大 事 に し よ う と す る 姿

勢 が 見 ら れ る 作 品 が あ っ た 。  

 ・ 主 語 と 述 語 の つ な が り 、 段 落 や 文 の ま と ま り の 指 導 の 必 要 が あ る 。  

 ・ 課 題 を ク リ ア す る た め に ど う す れ ば 良 い か と い う 視 点 が ほ し い 。  

 ・ 原 稿 用 紙 の 使 い 方 （ 句 読 点 の う ち 方 、 「  」 の 使 い 方 等 ） が で き て い な い

作 品 が 見 ら れ た 。  
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わ か っ た こ と 

平 良 第 一 小 学 校 一 年  瑞 慶 覧 帆 音 

 

わ か っ た よ 

き ん ち ょ う す る と 

ど う な る か 

 

む ね が ど き ど き 

の ど が か ら か ら 

あ た ま が ぐ る ぐ る 

お な か が ご ろ ご ろ 

は じ め て だ よ 

い つ も の じ ぶ ん と 

ち が う じ ぶ ん 

あ く び が い っ ぱ い 

な み だ も い っ ぱ い 

ふ あ ん も い っ ぱ い 

た め い き い っ ぱ い 

 

そ れ で も が ん ば っ て 

ピ ア ノ を ひ い た よ 

だ い じ な だ い じ な 

は っ ぴ ょ う か い 

お わ っ た あ と に は 

き ぶ ん す っ き り 

お め め ぱ っ ち り 

え が お に っ こ り 

ご ほ う び た っ ぷ り 

 

き ん ち ょ う す る っ て 

く る し い け ど 

が ん ば る っ て 

き も ち い い 
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ぼ く に は わ か る よ 

         下 地 小 学 校 四 年 洲 鎌 光 希 

 

み つ き ー 

ぼ く の 名 前 を よ ぶ お 母 さ ん の 声 は い つ も 

ド レ ミ フ ァ ソ ラ シ ド 

の 音 で 聞 こ え て く る 

 

低 い ド の 音 で よ ば れ る と き は 

ぼ く を 注 意 す る と き 

レ の 音 で よ ば れ る と き は 

ぼ く を 心 配 し て い る と き 

ミ の 音 で よ ば れ る と き は 

ぼ く の し た こ と を 悲 し ん で い る と き 

フ ァ の 音 で よ ば れ る と き は 

ぼ く を は げ ま し て く れ る と き 

 

ソ の 音 で よ ば れ る と き は 

ぼ く を ほ め て く れ る と き 

ラ の 音 で よ ば れ る と き は 

ぼ く を め ち ゃ く ち ゃ ほ め て く れ る と き 

シ の 音 で よ ば れ る と き は 

ぼ く に 助 け を 求 め て い る と き 

高 い ド の 音 で よ ば れ る と き は 

ぼ く に き け ん を 知 ら せ る と き 

 

ぼ く に は わ か る よ 

お 母 さ ん の 心 の 中 が 

お 母 さ ん が ぼ く の こ と を 思 っ て 

た く さ ん い ろ い ろ な こ と を 思 っ て 

ぼ く の 名 前 を よ ん で く れ る か ら 

音 に な っ て ひ び い て く る ん だ よ 
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は ー い 

ぼ く の 返 事 も 

ド レ ミ フ ァ ソ ラ シ ド 

の 音 で ひ び い て い く 

お 母 さ ん の 音 と ぼ く の 音 

音 と 音 を つ な げ た ら 

き っ と す て き な 曲 が ひ び く だ ろ う な 
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幸 せ さ が し  

南 小 学 校  五 年  天 田  麻 琴  

 

「 お は よ う 」 が こ だ ま す る 朝  

澄 ん だ 空 気 に  響 く 声  

太 陽 が 顔 を 出 し  新 し い 一 日 が 始 ま る  

 

緑 の 木 々 が ゆ れ る 通 学 路  

友 だ ち が 待 つ 教 室 へ  

そ よ 風 に 背 中 を 押 さ れ な が ら  

 

教 室 で の お し ゃ べ り タ イ ム  

「 ね え  き い て 。 」  

「 う ん 、 い い よ 。 」  

ナ イ シ ョ の 話 に 心 が 弾 む  

 

オ レ ン ジ 色 に 染 ま る 夕 日 を  

眺 め な が ら の 帰 り 道  

家 に 帰 る と  

「 お か え り 。 」  

の 声 が  優 し く 私 を 包 む  

 

宿 題 、 勉 強 、 、 、  

そ し て ピ ア ノ の 練 習  

け ん ば ん の 上 で  指 が 踊 り  

メ ロ デ ィ と な り  私 の 心 を 満 た す  

 

家 族 で 囲 む 食 卓  

響 く 笑 い 声  心 が 温 ま る  

 

「 お や す み 」 が こ だ ま す る 夜  

静 じ ゃ く が  

夢 の 中 へ  運 ん で く れ る  

夢 の 中 で も  私 の 世 界 が 広 が っ て い る  

 

普 通 の 毎 日  普 通 の 幸 せ  

幸 せ は 日 常 の 中 に  あ ふ れ て い る  

市  長  賞  
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大 物 を ね ら っ て い る  

東 小 学 校  六 年  知 念  玲 音  

 

「 釣 り に い き た い な ぁ 」  

「 い い よ 。 い こ う 」  

休 み だ っ た お 父 さ ん も  

一 緒 に 家 族 と 出 か け た  

 

釣 り ざ お の え さ を  

魚 が 食 べ て  

ツ ン ツ ン し て い た  

ツ ン ツ ン と つ つ い て  

釣 り ざ お も グ ニ ャ ン と  

曲 が る か ら  

釣 れ た か な  

そ う 思 っ て 糸 を 巻 い た  

巻 い た け ど 魚 は 釣 れ て い な く て  

逃 げ ち ゃ っ た  

 

お 父 さ ん は 三 匹 釣 っ た  

ぼ く は ０ 匹  

ち ょ っ と く や し か っ た な ぁ  

 

ぼ く も お 父 さ ん み た い に  

た く さ ん 釣 っ て み た い な  

大 物 ね ら っ て  

大 き な 魚 を 釣 っ て み た い な  

市  長  賞  
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下 地 中 学 校  二 年  平 良  南 翔  

 

僕 の 好 き な 漢 字 は  

形 が と て も か っ こ い い  

画 数 が た く さ ん あ る の も か っ こ い い  

読 み 方 は 、 び ゃ ん  

中 国 の 漢 字 で あ る  

画 数 は 五 十 七 画 だ  

こ の 漢 字 の 意 味 は 、   麺 の  

意 味 し か な い  

麺 の 特 徴 は 、 白 く て 少 し す き と お っ て い て  

太 い ら し い  

ど ん な 味 が す る の だ ろ う か  

こ の 漢 字 の 面 白 い と こ ろ は  

い ろ ん な 漢 字 が 混 ざ っ て い る  

馬  長  言  糸  穴  月  心     

こ れ を ま と め て 小 さ く 書 こ う と す る と  

と て も 難 し い  

バ ラ ン ス を と る の が ほ ん と に 難 し い  

で も 、 そ の 形 は と て も か っ こ い い  

画 数 が 多 い け ど 、 か っ こ い い  

僕 は こ の 漢 字 が 一 番 好 き だ  

 

市  長  賞  

利
 

道
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   そ ら の ま ほ う つ か い  

        鏡 原 小 学 校  一 年   お か む ら  こ は る  

 

そ ら に ふ わ ふ わ う か ん で る  

い ろ ん な か た ち に へ ん し ん す る  

い ろ ん な か た ち が お も し ろ い  

き ょ う は な に か な  

さ が し て み よ う  

 

く ま に  

ね こ に  

わ に に と り  

き ょ う は そ ら が ど う ぶ つ え ん  

 

ア イ ス ク リ ー ム に  

わ た あ め に  

ぎ ょ う ざ に か ら あ げ  

き ょ う は そ ら が レ ス ト ラ ン  

 

ま る に  

さ ん か く  

し か く に ハ ー ト  

き ょ う は そ ら が せ ん せ い だ  

 

い ろ ん な か た ち に へ ん し ん す る  

な ん だ か  

ま る で  

ま ほ う つ か い  

あ し た は な に に  

へ ん し ん す る の か な  

教  育  長  賞  
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笑 顔  

        伊 良 部 島 小 学 校 五 年  仲 間 心 優 

 

お じ い の シ ワ シ ワ の 顔 

私 と 楽 し く お し ゃ べ り を し て い る 時 

お い し そ う に 食 事 を し て い る 時 

私 が 、 お じ い の 肩 を ト ン ト ン と マ ッ サ ー ジ し て い る 時 

大 好 き な テ レ ビ 番 組 を 見 て 笑 っ て い る 時 

私 が 学 校 で が ん ば っ た 時 

お じ い の シ ワ シ ワ の 顔 は 

グ ニ ャ ッ と 笑 顔 が あ ふ れ 出 す 

 

い ろ ん な 時 に 見 せ る お じ い の 笑 顔 

一 緒 に い て 安 心 で き る お じ い の 笑 顔 

私 の 大 好 き な お じ い の 笑 顔 

い つ ま で も 

い つ ま で も 

ず ー っ と 

ず ー っ と 

見 て い た い 

教  育  長  賞  
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最 高 の 夏  

西 辺 中 学 校  三 年   安 里  穂 歩  

 

努 力 は 報 わ れ る  

そ れ を 実 感 し た  中 学 生 最 後 の 夏  

夢 に ま で 見 た  九 州 大 会 へ の 切 符 を  

掴 み 取 っ た  熱 い 夏  

全 て が 報 わ れ た  最 高 の 瞬 間  

 

好 調 の 一 投 目 「 い け る ぞ 」  

何 度 も 何 度 も  自 分 に 言 い 聞 か せ た  

い つ も と は 違 う  手 応 え の あ る 一 投  

緊 張 の 二 投 目 「 思 い 出 せ 」  

一 年 前 の 自 分 を  悔 し 涙 を  

力 を 出 し 切 れ な か っ た  自 分 に 送 る 一 投  

困 惑 の 三 投 目 「 諦 め る の か 」  

夢 を  九 州 大 会 へ の 切 符 を  

走 り 続 け  追 い 続 け た 目 標 へ の 一 投  

変 動 の 四 投 目 「 切 り 替 え ろ 」  

心 に 身 体 に  強 く 言 い 聞 か せ た  

緊 張 の 中  次 へ つ な げ る 一 投  

激 闘 の 五 投 目 「 勝 て る ぞ 」  

ラ イ バ ル ま で  あ と 一 歩  

強 く な っ た 自 分 と  真 っ 向 勝 負 の 一 投  

逆 転 の 六 投 目 「 頑 張 れ 」  

み ん な の 声 援 が  背 中 を 押 す  

全 て が 決 ま る 思 い を 込 め た 渾 身 の 一 投 

教  育  長  賞  
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美 し く 描 い た 弧 の 先 は 

今 日 一 番 の 記 録 だ と 確 信 し た 

嬉 し さ が 込 み 上 げ る 賞 賛 の 声 

頬 を 伝 う 初 め て の 嬉 し 涙 

自 分 の ベ ス ト が 出 せ な く て 涙 を 流 し た 日 

練 習 に つ い て い け な く て 落 ち 込 ん だ 日 

ど ん な 日 だ っ て 無 駄 で は な か っ た 

 

努 力 は 報 わ れ る 

そ れ を 実 感 し た 中 学 生 最 後 の 夏 

憧 れ で は な く 現 実 と な っ た 九 州 大 会 出 場 

新 た な 最 高 の 夏 

努 力 と 笑 顔 を 積 み 上 げ て い き た い 
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ヒ ッ ト 

下 地 小 学 校 四 年  與 那 覇 元 幹 

 

 

野 球 の 時 に 、 

ヒ ッ ト を 打 っ た よ 

カ キ ー ン 

久 し ぶ り に こ ん な 音 で て 

う れ し か っ た 

大 ひ き ゅ う が す ご か っ た 

２ る い ま で は し っ た 

大 谷 に な れ た き が し た 

教  育  長  賞  
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紙 ひ こ う き  

北 中 学 校  二 年   鈴 木  結 愛  

 

理 科 の 授 業 で  

白 い 画 用 紙 で  

紙 ひ こ う き を 作 っ た  

飛 ば す の が 楽 し み  

わ く わ く し な が ら  

ま っ す ぐ 折 っ て い っ た  

ど れ く ら い 遠 く に 飛 ば せ る か 対 決  

友 達 と 階 段 登 っ て 勝 負  

勝 つ ぞ  

遠 く ま で 飛 ん で い け  

ゆ っ く り ま っ す ぐ 飛 ん で い っ た  

思 い き り 飛 ば し た の に  

な ぜ か 私 の ほ う に  

も ど っ て き た  

次 は も っ と 遠 く ま で 飛 ば し た い な  

階 段 の ぼ っ た り 降 り た り  

い っ ぱ い 飛 ば し た  

青 空 に 向 か っ て  

強 く 飛 ば す  

遠 く ま で 飛 ん で い け  

も っ と も っ と  

も っ と も っ と  

飛 ん で い け  

教  育  長  賞  
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文 芸 展( 詩) の 総 評  
 

文 芸 展( 詩) 審 査 員  

○ 小 学 校  低 学 年 の 部  

 ・ 身 近 な 日 常 生 活 の 中 か ら 題 材 を 見 つ け 、 リ ズ ミ カ ル に 表 現 し た り 、 連 を 分 け て 表 現 す る

な ど の 工 夫 が 見 ら れ た 。  

 ・ 低 学 年 ら し い 視 点 か ら と ら え 素 直 な 感 情 の 表 現 が 多 く 見 ら れ た 。  

○ 小 学 校  中 学 年 の 部  

 ・ 比 喩 や オ ノ マ ト ペ 、 体 言 止 め を 使 っ て リ ズ ミ カ ル に 詩 の 世 界 を 表 現 し て い た 。  

 ・ 体 験 し た こ と や 想 像 し た こ と を 、 自 分 な り の 言 葉 で 表 現 し て 詩 に ま と め て い た 。  

 ・ 連 を 意 識 し て い る 作 品 が 少 な か っ た 。 内 容 ご と の ま と ま り を 考 え る と 、 詩 に メ リ ハ リ が

出 て 良 い と 思 う 。  

 ・ 比 喩 や オ ノ マ ト ペ は 、 効 果 的 に 用 い る こ と で 詩 の 世 界 に 深 ま り が 生 ま れ る 。 ど の よ う な

表 現 が 適 当 か 、 推 敲 で き る と よ い 。  

○ 小 学 校  高 学 年 の 部  

・ 自 分 事 と し て 書 か れ て い る と こ ろ が よ か っ た 。 （ 体 験 や 経 験 ）  

・ 言 葉 に 力 強 さ が あ る 。  

・ 詩 の 形 式 を ふ ま え て 書 け て い な い 。 （ 連 が な い 、 句 点 が 多 い ）  

・ タ イ ト ル に 工 夫 が 必 要 。  

○ 中 学 校 の 部  

 ・ 中 体 連 陸 上 競 技 や 日 々 の 学 校 生 活 、 自 然 観 察 、 夏 休 み の 家 族 と の 触 れ 合 い な ど 題 材 が 多

岐 に わ た り 、 自 己 の 成 長 や 足 元 を 見 つ め た 作 品 が 多 か っ た 。  

  さ ら に 、 夏 に 開 催 さ れ た パ リ オ リ ン ピ ッ ク を 取 り 上 げ る な ど 、 視 野 の 広 さ が 感 じ ら れ た 。 

  ま た 比 喩 法 を 用 い た 作 品 が 多 く 豊 か な 発 想 で 詩 を 創 作 し て い る こ と に 好 感 が 持 て た 。  

  課 題 と し て は 、 構 成 の 工 夫 、 内 容 を 深 め て ほ し い 作 品 が あ っ た 。  

○ 特 別 支 援 教 育 の 部( 小 学 部) 

 ・ 自 分 自 身 の 体 験 を あ り の ま ま の 表 現 で 伝 え て い る 作 品 が 多 か っ た 。  

 ・ 擬 態 語 や 擬 音 語 を 用 い て 、 豊 か に 表 現 し て い た 。  

 ・ 子 ど も な ら で は の 目 線 で 、 感 じ た こ と を 素 直 に 表 現 し て い て 、 大 人 と し て 気 づ か さ れ る

も の が あ っ た 。  

 ・ 題 名 、 漢 字 、 改 行 等 の 体 裁 を 確 認 し て か ら 提 出 で き る と 、 な お よ い 。  

○ 特 別 支 援 教 育 の 部( 中 学 部) 

 ・ 〈 市 長 賞 〉 五 十 七 画 の 難 し い 漢 字 に 興 味 を も っ て 調 べ 、 複 雑 な 構 成 を か っ こ い い と 感 じ る

作 者 の 気 持 ち が よ く 表 現 さ れ て い る 。 こ の よ う な 難 し い 漢 字 に ど こ で 出 会 っ た の だ ろ う

か と 作 者 の 発 見 に お ど ろ か さ れ た 。  

・ 擬 態 語 、 擬 音 語 が 効 果 的 に 活 用 さ れ 、 詩 に リ ズ ム 感 が 生 ま れ 、 生 き 生 き と 表 現 さ れ て い

る 。  

・ 日 常 生 活 の 何 気 な い 題 材 に 目 を 向 け 観 察 し 、 詩 の 心 を 表 現 し て い る こ と が す ば ら し い 。  
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東小学校２年 下里 風実歌 

 「育て！かいわれだいこん！」 

 

【研究内容】 

水とほかの液体では、植物の育ち方に違い

が出るか調べてみた。 

北小学校３年 新城 紗羅・新城 風卯璃 

 「水のせいしつ」 

 

【研究内容】 

水が液体から固体になる時間と、液体から気

体になる時間を調べました。 
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久松小学校５年 野原 颯太 

 「ホレイザイのパワー２」 

 

【研究内容】 

ホレイザイを作って何が一番冷えるか研究

しました。 

城東中学校３年 川満 大雅・佐久川 蓮 

 「バナナのＤＮＡを抽出しよう」 

 

【研究内容】 

バナナのＤＮＡを抽出できるのか、再度自力

で挑戦した。 
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伊良部島小学校２年 與那覇 かなえ 

 「わたしの好きなスライム」 

 

【研究内容】 

自分の好きなスライムのかたさを

作りたい。 

久松小学校３年 與那覇 希帆 

「いろいろなかげの温度のちがいを 

調べてみた！」 

 

【研究内容】 

いろいろな影の温度の違いを調べる。 

70



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平良中学校３年 砂川 凛徳 

 「ビスマスの色は変えられるのか」 

 

【研究内容】 

陽極酸化を利用したビスマス結晶の

色の変化を確かめる。 

上野小学校５年 根間 心柚 

「固まる？レジン～光のなぞ～」 

 

【研究内容】 

条件をかえて光を当てて、ＵＶレジンが

固まるまでの時間を比べる。 

71



 

自由研究展の総評 
 

自由研究展審査員 

展示された作品は、児童生徒が自ら問いを持ち、目的

意識をしっかり持った、質の高い作品が多くありまし

た。問いを持つことは、自由研究の楽しさにつながりま

す。 

科学の分野である、化学・生物・物理・地学・環境の

分野から、課題を設定し、計画を立て、実際に観察・実

験をし、調べたことから考えるという、科学的な手法を

大切にするとさらに良い作品ができるでしょう。  

今後も、探究することの面白さを追求して下さい。  

城辺小学校４年 山本 陽太 

 「目玉焼きできるかな」 

 

【研究内容】 

黒い車のボンネットと車の中で、

目玉焼きはできるかどうかの実験。 
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